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目
指
し
、
啓
発
活
動
等
を
行
い
更
な
る
意
識

の
涵
養
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
環
境
衛
生

豊
か
で
快
適
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

環
境
衛
生
対
策
や
一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処

理
対
策
を
充
実
さ
せ
、
良
好
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
河
川
・
海
域
な
ど
公

共
用
水
域
の
汚
染
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
区
、
各
種
団

体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
不
法
投
棄
の
監
視

や
防
止
の
た
め
の
啓
発
を
強
化
し
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拡
充
も

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

廃
棄
物
発
生
の
抑
制
対
策
で
は
、
ご
み
の

減
量
化
対
策
と
資
源
へ
の
転
換
が
大
変
重
要

で
あ
り
、
ご
み
の
減
量
化
対
策
と
し
て
は
、

数
値
目
標
を
設
け
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
補
助
金
を
交
付
し
、
設
置
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
資
源
化
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
内

全
域
で
実
施
し
て
い
る
分
別
収
集
へ
の
市
民

の
理
解
と
協
力
の
た
め
の
啓
発
を
行
い
、
推

進
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
生
活
環
境
改
善

一
般
廃
棄
物
と
し
尿
に
つ
い
て
は
、
天
草

広
域
連
合
、
上
天
草
衛
生
施
設
組
合
及
び
民

間
処
理
施
設
に
お
い
て
適
正
な
処
理
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
改
善
対
策
で
は
Ｅ
Ｍ
有

用
微
生
物
群
の
活
用
を
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

◆
各
部
門
の
振
興
方
針

■
組
織
再
編

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
す
た
め
、
総

務
部
と
企
画
観
光
部
を
統
合
し
、
名
称
を
総

務
企
画
部
と
し
、
あ
わ
せ
て
企
画
政
策
課
を

配
置
し
ま
し
た
。

■
防
犯
・
防
災

安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
災
害

等
に
よ
る
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
防
災

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
防

災
組
織
の
結
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
防
犯
対
策

や
交
通
事
故
防
止
に
お
き
ま
し
て
も
、
警
察

署
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
人
材
育
成

　

人
材
育
成
で
は
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ

り
、
地
方
自
治
体
職
員
に
は
更
な
る
政
策
立

案
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
国
、
県
及
び
自
治
大
学
校
へ
職

員
を
派
遣
し
、
質
の
高
い
職
員
育
成
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
及
び

意
識
向
上
を
目
指
し
、
今
年
度
よ
り
人
事
評

価
制
度
の
試
行
を
実
施
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政

運
営
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
な
人
材
育
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り

九
州
新
幹
線
全
線
開
通
は
遠
い
先
の
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
の
春
に

開
業
し
ま
す
。

こ
の
た
め
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、「
地

域
振
興
協
議
会
」
の
五
つ
の
部
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
上
天
草
市
の
全
面
的
な
売
り

込
み
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

13
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
今
年
度
が

最
終
年
度
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
主
体

的
で
自
主
的
な
活
動
と
位
置
づ
け
、
今
年
度

の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
路
線
再
編
で
は
本
年
度
は
上
島
地
区

を
対
象
に
、
天
草
市
と
連
動
し
な
が
ら
、
天

草
市
か
ら
上
天
草
市
へ
延
び
る
バ
ス
路
線
再

編
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

「
地
域
振
興
買
物
券
『
五
橋
』」
に
つ
い
て

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
狙
い
購
入
金
額

よ
り
１
割
多
く
買
い
物
が
で
き
る
地
域
振
興

買
物
券
と
し
て
、
２
月
１
日
か
ら
の
利
用
を

図
り
ま
し
た
。

券
の
購
入
は
低
調
な
出
足
で
し
た
が
、
す

べ
て
完
売
し
概
ね
好
評
に
て
使
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

市
役
所
の
情
報
化
を
支
え
る
部
門
と
し

て
、
日
進
月
歩
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
社
会
の

今
日
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
ス
ピ
ー
ド
あ
る
的

確
な
情
報
提
供
に
努
め
る
た
め
、
情
報
系
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
全
面
置
き
換
え
整
備
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
民
窓
口
業
務

市
民
生
活
に
直
接
関
係
す
る
窓
口
業
務
の

一
体
化
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

繋
げ
る
た
め
、
税
務
課
並
び
に
納
税
課
を
配

置
し
ま
し
た
。

市
民
窓
口
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民

票
・
戸
籍
等
の
証
明
書
の
交
付
、
市
民
税
等

各
種
の
税
、
水
道
料
金
な
ど
の
収
納
事
務
、

交
通
安
全
の
推
進
や
相
談
事
項
へ
の
対
応
な

ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
迅
速
か

つ
的
確
な
事
務
処
理
に
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
電
話
予
約
に
よ
る
時
間
外
で
の
証

明
書
等
の
交
付
に
つ
い
て
も
継
続
し
、
今
後

も
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
、
１
カ
所
の
窓

口
で
必
要
な
要
件
が
完
了
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
（
総
合
窓
口
課
）
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
で
は
、
本
年

の
１
月
24
日
に
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記

念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
盛
会
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

■
組
織
再
編

高
齢
者
福
祉
の
一
層
の
充
実
と
親
し
み
や

す
さ
を
図
る
た
め
、
介
護
保
険
課
を
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
課
に
改
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実

強
化
を
目
的
に
子
育
て
支
援
室
を
福
祉
課
内

に
設
け
、
ま
た
、
健
康
予
防
と
医
療
費
抑
制

を
よ
り
推
進
す
る
た
め
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー

を
健
康
づ
く
り
推
進
室
に
改
め
ま
し
た
。

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

社
会
生
活
環
境
の
急
激
な
変
化
等
に
伴
い

生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
集
団
健
診
に
個
別
健

診
を
加
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
受
診
し
や
す

い
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
の
結
果
に
お
い
て
、
改

善
の
必
要
な
方
に
対
し
て
は
、
保
健
師
や
栄

養
士
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
を
行
い
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
に
よ
り
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

■
医
師
の
養
成
・
確
保

医
療
の
分
野
で
は
、
本
市
の
医
師
会
や
上

天
草
総
合
病
院
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
、
熊
本
大
学
医

学
部
付
属
病
院
の
地
域
医
療
に
関
す
る
寄
附

講
座
に
積
極
的
な
協
力
を
行
な
い
、
地
域
医

療
を
担
う
医
師
の
養
成
・
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

長
引
く
景
気
低
迷
等
に
よ
り
保
険
税
収
入

が
伸
び
悩
む
中
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て

総
務
企
画
部
門

健
康
福
祉
部
門

市
民
生
活
部
門

本
市
は
、
合
併
し
て
５
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
市
政
の
大
き
な

混
乱
も
な
く
行
政
の
運
営
が
で
き
て
い
ま
す

こ
と
は
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様

方
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

市
長
に
就
任
し
１
年
９
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
市
政
運
営
の
基
本
構
想
と
し
て
「
再

生
と
自
立
」
を
掲
げ
、
財
政
危
機
を
乗
り
越

え
、
未
来
志
向
で
豊
か
な
自
治
体
を
目
指
し
、

山
積
す
る
行
政
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
市
民
生
活
の
向
上
の
実
現
の
た
め
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
昨
年
来
、

原
油
・
原
材
料
価
格
の
激
変
や
、
ア
メ
リ
カ

の
金
融
危
機
に
端
を
発
す
る
世
界
的
な
景
気

後
退
に
よ
り
、
大
幅
な
事
業
収
益
の
減
少
や
、

大
規
模
な
人
員
削
減
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
出
て
き
て
お
り
、
我
が
上
天
草
市
に
お
き

ま
し
て
も
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ

と
は
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
生
活
防
衛
の
た
め

の
緊
急
対
策
を
最
重
要
施
策
に
位
置
づ
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
景
気
対
策
の
財
政
出
動
が
、
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
も
こ
の
機
会
を
迅
速
か
つ
積
極
的
に

捉
え
、
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
万
全
の
体

制
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
当
市
の
財
政
状
況
の
中
長
期
的
展
望

か
ら
し
ま
し
て
も
財
政
再
建
が
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
引
き
続
き
「
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン

（
財
政
健
全
化
計
画
）
」
を
強
力
に
推
進
し
、

行
財
政
改
革
断
行
の
も
と
、
未
来
に
責
任
の

持
て
る
自
治
体
の
基
礎
づ
く
り
を
更
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

大
変
厳
し
い
社
会
情
勢
、
財
政
状
況
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
明
る
い
未
来
、
心
ゆ
た

か
な
生
活
が
実
感
で
き
る
上
天
草
市
を
築
く

た
め
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

市
議
会
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

未
来
に
責
任
の
持
て
る
自
治
体
の
基
礎
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

◆平成21年度  施政方針

上天草市長　川端祐樹
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■
組
織
再
編

一
層
の
経
済
振
興
を
図
る
た
め
商
工
観
光

課
を
経
済
振
興
部
へ
配
置
い
た
し
ま
す
。

■
観
光
振
興

雇
用
の
創
出
や
消
費
拡
大
な
ど
、
地
域
産

業
へ
の
経
済
的
波
及
効
果
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
な
ど
関
係
団
体

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
全
体
の
観
光
物
産
の
宣
伝
や
観

光
客
の
誘
致
等
を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
度

を
観
光
再
生
元
年
と
し
て
位
置
づ
け
、
海
外

か
ら
の
集
客
を
視
野
に
、
滞
在
体
験
交
流
型

観
光
地
を
目
指
し
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興
・
消
費
者
行
政
の
充
実

関
係
機
関
や
地
元
商
工
会
と
連
携
深
め
、

特
に
中
小
企
業
者
に
対
し
て
経
営
基
盤
の
安

定
と
育
成
の
た
め
、
中
小
企
業
短
期
融
資
や

利
子
補
給
事
業
な
ど
の
制
度
資
金
を
引
き
続

き
実
施
し
な
が
ら
、
市
内
商
店
街
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

悪
徳
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害
、
多
重
債

務
問
題
な
ど
消
費
者
問
題
は
益
々
複
雑
・
多

様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め

相
談
窓
口
の
充
実
化
を
図
り
ま
す
。

■
雇
用
の
増
進

雇
用
の
確
保
で
は
、
失
業
ま
た
休
職
さ
れ

た
方
々
に
、
求
人
案
内
支
援
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
に
よ
る
支
援
、
ま
た
国
、
県
の
緊
急
雇
用

創
出
対
策
事
業
の
活
用
を
実
施
し
、
雇
用
の

増
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
海
運
業
の
振
興

景
気
の
後
退
に
よ
り
、
厳
し
い
環
境
に
あ

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
図
る
た
め

認
定
農
業
者
等
、
担
い
手
の
確
保
を
行
い
、

一
般
企
業
等
に
も
農
用
地
の
貸
借
を
推
進

し
、
地
域
の
活
性
化
と
農
地
の
有
効
利
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

上
天
草
物
産
館
「
さ
ん
ぱ
ー
る
」
は
、
本

市
農
林
水
産
物
の
情
報
発
信
源
と
位
置
づ

け
、
市
民
及
び
観
光
客
へ
安
心
安
全
な
農
林

水
産
物
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
畜
産
の
振
興

酪
農
、
黒
毛
和
牛
、
天
草
大
王
、
梅
肉
ポ

ー
ク
の
市
場
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
消
費
拡

大
に
努
め
ま
す
。

■
農
道
整
備

県
営
上
島
中
央
広
域
農
道
が
平
成
22
年
度

に
竣
工
の
予
定
で
あ
り
、
大
矢
野
北
部
広
域

農
道
に
つ
い
て
は
、
早
期
供
用
開
始
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。　

■
農
地
・
農
業
施
設
の
維
持
管
理

県
営
荒
木
浜
基
盤
整
備
事
業
が
本
年
度
で

完
了
し
ま
す
が
、
隣
接
農
地
の
京
の
島
地
区

は
、
事
業
採
択
に
向
け
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
農
業
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
農

地
や
農
業
施
設
の
維
持
管
理
、
環
境
に
優
し

い
農
業
な
ど
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
活
動

支
援
事
業
な
ど
を
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

■
林
業
の
振
興

松
食
い
虫
防
除
事
業
が
観
光
面
で
も
大
変

重
要
で
あ
り
、
松
林
保
護
の
た
め
に
も
強
力

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
イ
ノ
シ
シ
対
策

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

お
り
、
加
え
て
、
企
業
等
の
倒
産
や
解
雇
等

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
者
の
増
加

が
予
想
さ
れ
、
国
保
財
政
は
一
層
厳
し
さ
を

増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
健
康
増
進
の
推
進
、
食
育
指
導

な
ど
を
行
い
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
、ま
た
、

収
納
向
上
対
策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
滞

納
対
策
の
強
化
を
図
り
、
保
険
事
業
の
健
全

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

の
第
４
期
事
業
計
画
に
よ
り
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
一
層
の
充

実
化
に
努
め
ま
す
。　

ま
た
、
旧
町
単
位
に
お
い
て
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
後
も
在
宅
で
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
適
正
配
置
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
を
図
り
、
介
護
予
防
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
お
年
寄
り
、
家
族
の
総
合
相
談
窓
口

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
弱
者
対
策

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
高
齢
者
世
帯

と
地
域
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
地
域
の
支
え

あ
い
に
よ
る
福
祉
活
動
に
重
点
を
お
き
、
計

画
的
な
災
害
時
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

お
よ
び
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
避
難

支
援
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
内

の
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
の

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
協
働
に
よ
り
策
定
し
、
高
齢
者
が
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域

福
祉
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

■
障
が
い
福
祉

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
「
障
害
者

計
画
」
を
平
成
18
年
度
に
策
定
し
て
お
り
、

身
体
・
知
的
・
精
神
の
三
障
害
を
一
元
化
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
障
が
い
者
の
自
立
支

援
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援

平
成
21
年
度
か
ら
福
祉
課
内
に
「
子
育
て

支
援
室
」
を
設
置
し
、
子
育
て
に
関
す
る
総

合
的
な
支
援
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

ま
ず
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
保

育
料
に
つ
い
て
は
現
行
の
保
育
料
徴
収
基
準

を
据
え
置
き
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
ほ
か
、
妊
婦
の
健
康
診
査
費
の
公
費

負
担
を
現
行
の
５
回
か
ら
14
回
に
拡
充
し
、

健
診
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
は
、
地

域
の
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
に
お
け
る
子
育

て
相
談
や
親

子
の
交
流
事

業
を
進
め
な

が
ら
育
児
情

報
の
提
供
等

に
努
め
る
と

と
も
に
、
休

止
中
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
を
再

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
上
天
草
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
の
前
期
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
後
期

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

り
ま
す
が
、
船
主
組
合
や
海
運
組
合
と
の
連

携
を
密
に
し
、振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
経
済
の
振
興
・
生
産
額
の
向
上

企
業
誘
致
課
で
は
、
市
の
経
済
浮
上
を
目

的
に
、
地
場
産
業
の
振
興
、
企
業
誘
致
の
推

進
に
向
け
、連
携
と
創
出
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

取
り
組
み
ま
す
。

経
済
振
興
戦
略
会
議
で
は
、
雇
用
と
総
生

産
額
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ま
た
よ
り
具
現

化
す
る
た
め
、
市
内
外
の
経
営
者
を
こ
の
会

議
の
委
員
と
し
て
参
加
し
て
頂
く
な
ど
、
経

済
界
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。市

地
域
・
産
業
雇
用
創
出
協
議
会
で
は
、

県
商
工
観
光
労
働
部
や
関
連
機
関
と
と
も
に

新
た
な
産
業
創
出
と
雇
用
拡
大
を
目
指
し
た

事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
内
の
製
造
業
で
組
織
す
る
上
天
草
市
工

業
会
で
は
、
会
員
間
の
交
流
、
都
市
圏
企
業

と
の
交
流
に
よ
る
市
内
生
産
額
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
の
誘
致
事
業
で
は
、
関
東
、
関
西
、

東
海
の
上
天
草
市
出
身
の
経
営
者
を
対
象
に

誘
致
活
動
し
た
結
果
、
手
応
え
の
あ
る
企
業

は
多
数
あ
り
、
特
に
、
食
品
関
連
の
企
業
に

お
い
て
は
地
場
企
業
と
の
取
引
を
開
始
す
る

な
ど
、
経
済
効
果
は
徐
々
に
現
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■
「
農
・
漁
」
、
「
食
」
、
「
観
光
」
の
産
業
を

連
携
・
融
合

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
の
一
環
で
、
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
大
都
市
圏
で
の
上
天
草
市

フ
ェ
ア
ー
の
開
催
や
、
食
材
直
送
の
企
画
等

も
計
画
し
、
上
天
草
市
の
「
農
・
漁
」、「
食
」、

「
観
光
」
の
産
業
を
連
携
・
融
合
さ
せ
た
、

市
独
自
の
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
た
な
付
加

価
値
と
産
業
展
開
、
雇
用
創
出
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

■
一
次
産
業
の
振
興

一
次
産
業
で
は
、
高
齢
化
、
担
い
手
、
後

継
者
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
集
落

機
能
の
低
下
、
又
、
飼
料
・
肥
料
価
格
の
高

騰
は
農
林
水
産
業
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
現
状
で
、
一
次
産
業
の
安
定
し

た
生
産
、
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

■
農
業
の
振
興

本
市
の
豊
富
な
農
林
水
産
物
の
高
品
質
化

を
促
進
し
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
共
生
関

係
に
基
づ
く
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、
さ
ら

に
は
都
市
圏
に
向
け
て
ブ
ラ
ン
ド
農
林
水
産

物
の
Ｐ
Ｒ
を
戦
力
的
に
行
う
な
ど
強
力
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

花
き
、
野
菜
、
果
樹
の
三
品
目
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
特
産
奨
励
品
目
に
掲
げ
高
品

質
、
高
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

あ
り
平
成
20
年
度
の
捕
獲
数
は
前
年
度
と
比

較
し
倍
以
上
の
捕
獲
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、箱
わ
な
、く
く
り
わ
な
、銃
器
な
ど
様
々

な
創
意
工
夫
を
行
い
、
迅
速
な
駆
除
に
取
り

組
み
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
処
理
加
工
施
設
の
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
場
所
の
選
定
、
地
元
の
承
諾
、
施

設
の
規
模
等
の
調
査
を
し
な
が
ら
建
設
に
向

け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
水
産
の
振
興

姫
戸
漁
業
区
域
に
並
型
魚
礁
を
設
置
し
漁

場
の
環
境
整
備
に
努
め
、市
内
一
円
に
は
鯛
・

ヒ
ラ
メ
・
車
海
老
・
ガ
ザ
ミ
の
稚
魚
な
ど
の

放
流
を
行
い
、
市
単
独
で
は
、
タ
コ
ツ
ボ
・

イ
カ
産
卵
籠
投
入
・
ア
サ
リ
稚
貝
放
流
な
ど

資
源
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

漁
港
整
備
で
は
、
野
釜
・
干
切
漁
港
を
引

き
続
き
整
備
し
、
大
道
漁
港
（
葛
崎
地
区
）

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
地
籍
調
査

大
矢
野
町
維
和
地
区
の
一
部
（
面
積
で
１

,

３
５
ｋ
㎡
、
９
字
、
１
，
２
０
０
筆
）
の

測
量
委
託
を
実
施
し
、
湯
島
地
区
に
つ
い
て

は
、
一
筆
地
調
査
に
取
り
か
か
り
、
平
成
23

年
度
の
完
了
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

■
組
織
再
編

下
水
道
整
備
事
業
が
完
了
す
る
こ
と
並
び

に
水
環
境
と
住
宅
環
境
等
の
整
備
促
進
を
図

る
た
め
、
下
水
道
課
を
廃
止
し
、
都
市
整
備

課
を
新
設
し
ま
し
た
。

■
道
路
整
備
事
業

本
市
の
道
路
整
備
充
実
の
た
め
交
付
金
事

業
で
３
路
線
、
統
合
補
助
事
業
で
２
路
線
、

起
債
事
業
で
10
路
線
の
道
路
改
良
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
維
持
補
修
・
舗
装
の
補
修
に
つ
き

ま
し
て
も
、
早
急
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

港
湾
事
業
で
は
、
江
樋
戸
港
区
及
び
阿
村

港
区
の
２
港
区
に
つ
い
て
整
備
推
進
を
図
り

ま
す
。

■
国
道
２
６
６
号
線
の
整
備

国
道
２
６
６
号
線
の
整
備
で
は
、
本
市
の

発
展
、
地
域
活
性
化
を
図
る
上
で
強
力
に
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
整
備
中
の
姫
戸
埋
め
立
て
工
区
、
未

改
良
区
間
の
龍
ヶ
岳
地
区
の
望
薩
峠
か
ら
倉

岳
間
、
二
間
戸
地
区
の
早
期
着
工
を
強
く
関

係
機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
、
龍
ヶ
岳
脇
浦
地
区
の
移
転
用
地
造
成
の

整
備
を
完
了
し
、
更
に
は
国
道
改
良
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
熊
本
天
草
幹
線
道
路

熊
本
天
草
幹
線
道
路
三
角
か
ら
大
矢
野
間

経
済
振
興
部
門
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で
き
る
よ
う
に
計
画
し
、
図
書
の
貸
出
や
相

談
業
務
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
読
み
聞

か
せ
」
も
併
せ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
人
権
教
育
の
啓
発

「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
」
等
の
趣
旨

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
人
権
教
育
を
総
合
的
に

進
め
る
た
め
に
、
人
権
教
育
指
導
員
を
配
置

し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
人
権
教
育
の

啓
発
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
文
化
事
業
の
推
進

国
や
県
の
事
業
を
継
続
し
つ
つ
更
に
、
財

団
等
の
委
託
に
よ
る
事
業
を
強
力
に
推
進

し
、
文
化
に
対
す
る
関
心
と
意
識
高
揚
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
第
二
の
観
光
資
源
と
し

て
位
置
づ
け
し
、関
係
各
課
と
連
携
を
深
め
、

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
誘
致
し
て
地
域
産

業
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
委
託
し

た
施
設
は
概
ね
順
調
な
利
用
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
施
設
の
管
理
運
営
は
指
定
管
理
者
と

協
議
し
な
が
ら
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
体
育
協
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
と

の
協
力
体
制
の
も
と
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を

生
活
の
一
部
と
し
て
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
文
化

の
振
興
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
水
道
料
金
に
つ
い
て

水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
道
運
営

審
議
会
と
充
分
な
審
議
を
重
ね
、
市
内
全
地

区
の
料
金
統
一
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

■
施
設
等
の
整
備

湯
島
地
区
で
は
、
３
月
に
浄
水
施
設
の
事

業
が
完
了
い
た
し
ま
す
が
、
老
朽
管
布
設
替

え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
事
業
で
継
続
的

に
実
施
し
、
平
成
22
年
度
事
業
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
老
朽
化
に
伴
う
漏
水
事
故
が

多
発
し
て
い
る
大
潟
・
野
釜
地
区
に
つ
い
て

は
送
・
配
水
管
の
布
設
替
え
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

松
島
町
で
は
、
倉
江
地
区
の
配
水
池
建
設

に
伴
う
用
地
造
成
・
管
理
道
路
・
送
配
水
管

の
布
設
替
え
工
事
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
老
朽
菅
の
布
設
替
え
工

事
に
つ
い
て
も
、
順
次
取
り
組
み
、
安
定
的

な
給
水
を
図
り
、
有
収
率
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
更
に
は
水
道
事
業
の
経
営
改
善
に

取
り
組
み
、
収
納
率
・
普
及
率
の
向
上
と
運

営
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
伴
い
、
平
成
21
年
度
か
ら
移
行
期
間
に

入
る
た
め
、
新
課
程
に
円
滑
に
移
行
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

最
近
の
学
校
を
と
り
ま
く
環
境
は
、児
童
・

生
徒
の
減
少
と
と
も
に
登
下
校
時
の
安
全
確

保
、
い
じ
め
不
登
校
問
題
、
食
の
安
全
性
、

施
設
の
老
朽
化
な
ど
多
く
の
課
題
と
直
面
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
最
重
要
事
項
と
し

て
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
教
育
振
興

基
本
計
画
の
策
定
、
及
び
学
力
向
上
対
策
事

業
に
取
り
組
み
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
、

教
師
の
指
導
力
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

次
に
学
校
耐
震
補
強
工
事
や
大
矢
野
中
学

校
体
育
館
建
設
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
規
模
適
正
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学

校
規
模
適
正
化
計
画
に
沿
っ
て
引
き
続
き
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
推
進

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
家
庭
や
地
域
で

自
分
に
あ
っ
た
方
法
と
手
段
に
よ
り
、
学
習

が
で
き
る
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
を
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
英
語
力
の
向
上

国
際
化
社
会
が
す
す
む
現
代
に
お
い
て
英

語
の
習
得
は
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
達
が
本

物
の
英
語
が
体
験
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る

た
め
英
語
村
を
設
置
し
、
英
語
力
の
向
上
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
読
書
活
動

図
書
館
に
お
い
て
は
、
司
書
を
常
時
配
置

の
早
期
供
用
開
始
に
向
け
て
、
幹
線
道
路
整

備
促
進
期
成
会
と
連
携
を
図
り
、
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

■
都
市
計
画

都
市
計
画
区
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

の
市
の
発
展
、
開
発
の
動
向
を
み
な
が
ら
、

時
期
、
場
所
等
を
見
極
め
た
う
え
で
都
市
計

画
区
域
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
、
県
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
市
営
住
宅

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
計
画
に
基
づ

き
、
既
設
市
営
住
宅
を
適
切
に
維
持
す
る
た

め
の
改
修
や
、
改
正
消
防
法
に
対
応
す
る
た

め
住
環
境
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

■
水
環
境
の
整
備

本
市
に
お
け
る
観
光
資
源
の
目
玉
で
あ
り

ま
す
公
共
用
水
域
の
保
全
及
び
、
市
民
の
住

環
境
の
向
上
に
努
め
、
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
継
続
し
て
松
島
町
未
整
備
地
区
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

各
家
庭
の
生
活
雑
排
水
の
処
理
対
策
と
し

て
、
小
型
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
に
よ
り
浄

化
槽
の
普
及
、促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
龍
ヶ
岳
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

プ
ラ
ン
ト
で
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
修
理
、

補
修
を
行
い
ま
す
。

■
学
校
教
育

教
育
基
本
方
針
の
も
と
、
健
や
か
な
心
身

の
育
成
と
学
力
の
向
上
に
努
め
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る
と
い

う
努
力
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

水
道
事
業

平成21年度  施政方針◆

教
育
部
門

平成 20年度「市長と語ろうタウンミーティング」

市長と膝を突き合わせて、まちづくりについて市長と膝を突き合わせて、まちづくりについて
意見を交わしました。意見を交わしました。

　

市
内

　

市
内
1313
地
区
で
行
っ
た
平
成

地
区
で
行
っ
た
平
成
2020
年
度
「
市
長

年
度
「
市
長

と
語
ろ
う
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
総
勢

と
語
ろ
う
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
総
勢

約
４
５
０
人
の
市
民
が
参
加
し
、
ま
ち
づ
く
り

約
４
５
０
人
の
市
民
が
参
加
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

　

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
建
設
的
な
意
見
を
聞
き
、
市
民
と

り
に
関
す
る
建
設
的
な
意
見
を
聞
き
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の

で
、
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

で
、
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
市
長
よ
り
平
成

　

ま
ず
、
市
長
よ
り
平
成
1919
年
度
の
市
政
運
営

年
度
の
市
政
運
営

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

の
意
見
交
換
で
は
、

の
意
見
交
換
で
は
、
1313
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
や
、

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
や
、

農
林
水
産
業
お
よ
び
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
活

農
林
水
産
業
お
よ
び
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
活

発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
等
に
つ
い
て

　

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
今

は
、
今

後
の
市
政
運
営
に
反
映
し
て
行
き
た
い
と
思
い

後
の
市
政
運
営
に
反
映
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

【市政運営関係】
○松島・姫戸庁舎建設について○ 13 地区のまちづ
くりについて○市の財政運営について○自治公民館
活動について○公共施設の民間委託について○企業
誘致の推進について○歳出削減について○職員の資
質向上の取り組みについて○地方分権への対応につ
いて○水道料金について○公共施設の有効利活用に
ついて○敬老会の取り組みについて○指定管理者制
度について
【基盤整備関係】
○市道の改良整備について○災害危険箇所の整備に
ついて○バス路線の見直しについて○港湾整備につ
いて○水害対策について○土砂災害対策について○
地上波デジタル対策について
【産業振興関係】
○水産業の振興について○農水産業の生産補助につ
いて○海運業の振興について
【観光振興関係】
○観光パンフレットの充実につて○観光看板の設置
について○観光協会について○漁業と観光の連携に
ついて○公園の維持管理について
【教育関係】
○小・中学校の統廃合について○高校再編について
○文化祭の充実について○校舎の耐震化について○
スポーツイベント誘致について

【健康・福祉関係】
○生活保護の申請について○スパタラソの運営につ
いて○介護保険料について○離島の医療対策につい
て○メタボ健診について○少子化対策について
【環境関係】
○ＥＭ菌の取り組みについて○粗大ゴミの回収につ
いて○ゴミ焼却炉の取り扱いについて○枯れ草等の
焼却について

まちづくりに関する参加者からの意見まちづくりに関する参加者からの意見（抜粋）（抜粋）

【開催状況】
開催期日 開催地区 参加者数
６月 26 日 上地区 65 人
７月１日 樋島地区 57 人
７月 10 日 阿村地区 40 人
７月 23 日 姫浦地区 31 人
８月６日 登立地区 14 人
８月 20 日 今津地区 26 人
10 月８日 大道地区 20 人
10 月 29 日 二間戸地区 28 人
11 月５日 中地区 15 人
11 月 19 日 教良木・内野河内地区 45 人
12 月２日 高戸地区 13 人
１月 14 日 維和地区 40 人
２月 16 日 湯島地区 60 人
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、

　

　

牟田小学校少年消防クラブ
消防科学総合センター理事長賞を受賞消防科学総合センター理事長賞を受賞

植田さんが「小さな親切」実行章を受章
カーブミラーの霜とりで交通事故防止をカーブミラーの霜とりで交通事故防止を

登立地区まちづくり委員会
よさこい踊りでまちを元気によさこい踊りでまちを元気に

上天草市４Hクラブが書籍を寄贈
食育教育の充実に役立ててほしい食育教育の充実に役立ててほしい

上天草市クラブサッカー大会
姫戸FCジュニアが見事に優勝姫戸FCジュニアが見事に優勝

▲マルチメディア部門で最優秀▲マルチメディア部門で最優秀
賞を受賞した湯島中学校１年賞を受賞した湯島中学校１年
生のみなさん生のみなさん

▲マルチメディア部門で優秀賞を受賞した▲マルチメディア部門で優秀賞を受賞した
樋島小学校４年生のみなさん樋島小学校４年生のみなさん

くまもとＩＴコンテスト
樋島小、湯島中がＷ受賞樋島小、湯島中がＷ受賞

▲関西京都今村組の指導による練習会

▼▼

食
育
の
書
籍
を
受
け
渡
す
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
（
左
）

食
育
の
書
籍
を
受
け
渡
す
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
（
左
）

▼▼

受
章
し
た
植
田
さ
ん

受
章
し
た
植
田
さ
ん

▼▼

優
勝
し
た
姫
戸
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
の
メ
ン
バ
ー

優
勝
し
た
姫
戸
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
の
メ
ン
バ
ー

▼

市
長
に
受
賞
の
報
告
を
す
る
牟
田
小
の
児
童
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▲「帰ってこいよ～」と声▲「帰ってこいよ～」と声
をかける加地大会委員長をかける加地大会委員長

▲ペットボトルのふたがいっぱい

【関西上天草市連合会】

【関東上天草会】

　　「遅いあなたが主役です」をキャッチフレー「遅いあなたが主役です」をキャッチフレーズに、第 37 回天草パーズに、第 37 回天草パー

ルラインマラソン大会が３月８日、さんぱーる広場を主会場に行われ、ルラインマラソン大会が３月８日、さんぱーる広場を主会場に行われ、

遠くは北海道を含む 23 都道府県から、約 3,800 人のジョギング愛好遠くは北海道を含む 23 都道府県から、約 3,800 人のジョギング愛好

者らが心地よい汗を流しました。者らが心地よい汗を流しました。

　健康増進を目的として始まり、日本の健康マラソン発祥の大会として　健康増進を目的として始まり、日本の健康マラソン発祥の大会として

全国に知られる伝統の大会。今大会の最高年齢は、男性が 90 歳、女性全国に知られる伝統の大会。今大会の最高年齢は、男性が 90 歳、女性

が 85 歳で共に 10 ㌔にエントリーし、見事に完走。が 85 歳で共に 10 ㌔にエントリーし、見事に完走。

　各コースのスタート前に、加地正隆大会委員長（熊本走ろう会会長）　各コースのスタート前に、加地正隆大会委員長（熊本走ろう会会長）

が「元気に帰ってこいよ～」とおなじみの名文句でランナーを激励。沿が「元気に帰ってこいよ～」とおなじみの名文句でランナーを激励。沿

道の声援を受けなが道の声援を受けながら出場者たちは、思い思いのペースで走りました。ら出場者たちは、思い思いのペースで走りました。

　また、前日７日の前夜祭も大盛況。オープニングは、あゆみ保育園・　また、前日７日の前夜祭も大盛況。オープニングは、あゆみ保育園・

いずみ保育園による「幼児よさこい」でスタート。その後、小巻組のよいずみ保育園による「幼児よさこい」でスタート。その後、小巻組のよ

さこい、秀岳館高校の雅太鼓、苓明高校のハイヤ、琉球太鼓などが披露さこい、秀岳館高校の雅太鼓、苓明高校のハイヤ、琉球太鼓などが披露

され、訪れた観客らは大いに楽しみました。され、訪れた観客らは大いに楽しみました。

▲上天草市で栽培している花をアピール▲上天草市で栽培している花をアピール

▲ 10 ㌔コースは、変装ランナーがいっぱい▲ 10 ㌔コースは、変装ランナーがいっぱい

▲ 10 ㌔コースの選手が、七ツ割のアッ▲ 10 ㌔コースの選手が、七ツ割のアッ

プダウンを終え、ちょっとお疲れプダウンを終え、ちょっとお疲れ

▲幼児よさこいを踊る保育園児▲幼児よさこいを踊る保育園児 ▲秀岳館高校の雅太鼓▲秀岳館高校の雅太鼓 ▲琉球太鼓で獅子舞が会場に乱入▲琉球太鼓で獅子舞が会場に乱入

▲ 20 ㌔の選手が一斉にスタート▲ 20 ㌔の選手が一斉にスタート

　

尾上地区自主防災会で防災訓練
防災に関する意識づくりからスタート防災に関する意識づくりからスタート

大矢野中学校でボランティア活動
ペットボトルの回収で、ワクチンを確保ペットボトルの回収で、ワクチンを確保

関西上天草市連合会、関東上天草市会が設立
親睦と融和をはかり、郷土の発展に寄与親睦と融和をはかり、郷土の発展に寄与

▲消火器の使い方の指導を受ける参加者

第 37 回第 37回
天草パールラインマラソン大会天草パールラインマラソン大会
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平成 21年
第１回上天草市議会定例会　審議結果第１回上天草市議会定例会　審議結果
　　平成 21 年第１回上天草市議会定例会が２月 24 日（火）か平成 21 年第１回上天草市議会定例会が２月 24 日（火）か
ら 3月 12 日（木）まで開催され、条例 12 議案、予算 28 議案、ら 3月 12 日（木）まで開催され、条例 12 議案、予算 28 議案、
その他３議案、陳情５件について審議されました。審議の結その他３議案、陳情５件について審議されました。審議の結
果は次のとおりです。果は次のとおりです。
※審議の経過内容については議会事務局へ、提案された条例・※審議の経過内容については議会事務局へ、提案された条例・
予算などの詳しい内容については各担当課へお尋ねください。予算などの詳しい内容については各担当課へお尋ねください。
【傍聴者数】
２月 24 日２月 24 日・・・・・・７人、　２月 27 日７人、　２月 27 日・・・・・・３人、　３月３日３人、　３月３日・・・・・・44 人、44 人、
３月４日３月４日・・・・・・26 人、　３月５日26 人、　３月５日・・・・・・15 人　３月 12 日15 人　３月 12 日・・・・・・７人７人
合計 102 人合計 102 人

議案番号 議　案　名 概　　　要 議決
結果 担当課

議案第１号
上天草市職員の勤務時間、休暇等
に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について

職員の勤務時間及び医療職給料表の初任給
調整手当の額並びに育児休業制度について
所要の整備をするもの。

可決 総務課

議案第２号
上天草市職員の特殊勤務手当に関
する条例の一部を改正する条例の
制定について

税務課職員に支給していた税務手当（月額
2,000 円）を廃止し、納税課職員にのみ月
額 5,000 円を支給するもの。

可決 総務課

議案第３号
上天草市消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

消防団員の警戒又は訓練に従事した場合の
費用弁償を 2,300 円から 1,000 円に変更す
るもの。

可決 総務課

議案第４号
上天草市特別会計条例の一部を改
正する条例の制定について

宅地造成事業に係る地域開発事業債の償還
完了に伴い、特別会計を廃止するもの。

可決 企画政策課

議案第５号
上天草市地域振興基金条例を廃止
する条例の制定について

上天草市まちづくり事業推進基金へ統合す
るため、基金を廃止するもの。

可決 企画政策課

議案第６号
上天草市斎場条例の一部を改正す
る条例の制定について

近隣施設との料金格差を是正するため、市
民以外の方の利用料金を 1遺体につき 1万
円値上げするもの。市民の方は従来どおり。

可決 環境衛生課

議案第７号
美しい地域環境整備基金設置条例
を廃止する条例の制定について

上天草市環境保全基金に統合するため、基
金を廃止するもの。

可決 環境衛生課

議案第８号
上天草市身体障がい者等福祉年金
支給条例を廃止する条例の制定に
ついて

市単独事業の見直しに伴い、福祉年金（障
がい者 1人につき年額 5,000 円）の支給を
廃止するもの。

可決 福祉課

議案第９号
上天草市特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

予防接種指定医の報酬を年額 17 万 1,000
円から日額 5,000 円などに変更するもの。

可決 保健課

議案第10号
上天草市介護保険条例の一部を改
正する条例の制定について

法改正に伴い、平成 21～ 23年度において、
年金や合計所得金額が 80 万円以下の方な
どの介護保険料軽減を図るもの。

可決 高齢者
ふれあい課

議案第11号
上天草市介護従事者処遇改善臨時
特例基金条例の制定について

介護報酬の増額改定による介護保険料の上
昇を抑制するため、国からの交付金を基金
に積み立てるもの。

可決 高齢者
ふれあい課

発議第1号
上天草市議会委員会条例の一部を
改正する条例の制定について

行政組織の再編と議員定数の削減に伴い、
常任委員会を４委員会から３委員会とする
もの。

可決 議会事務局

【議案の審議結果】 条 例

議案番号 議　案　名 【歳入歳出補正額】
補正の主な内容

議決
結果 担当課

議案第12号
平成 20 年度上天草市一般会計補正
予算（第６号）

【1億 4,461 万円　減額】
事業の実績見込みによる事務経費の補正

可決 財政課

議案第13号
平成 20 年度上天草市国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第
４号）

【538 万円　増額】
保険給付費 298 万円の増額
共同事業拠出金 4,537 万円の減額

可決 保健課

議案第14号
平成 20 年度上天草市老人保健医療
特別会計補正予算（第３号）

【1億 9,631 万円　減額】
医療費給付費 1億 9,131 万円の減額

可決 保健課

議案第15号
平成 20 年度上天草市診療所特別会
計補正予算（第４号）

【予算額変更なし】
歳出予算の組み替え

可決 保健課

議案第16号
平成 20 年度上天草市国民健康保険
特別会計（直営診療施設勘定）補
正予算（第２号）

【137 万円　減額】
施設管理費 527 万円の減額

可決 保健課

議案第17号
平成 20 年度上天草市介護保険特別
会計補正予算（第３号）

【2,009 万円　増額】
国の２次補正に伴い事業を追加するもの。

可決 高齢者
ふれあい課

議案第18号
平成 20 年度上天草市天草四郎メモリ
アルホール特別会計補正予算（第３
号）

【175 万円　減額】
入館料など事業収入　139 万円の減

可決 商工観光課

議案第19号
平成 20 年度上天草市公共下水道事
業特別会計補正予算（第４号）

【60万円　減額】
繰入金を 79万増額し、市債を 70万円減額
するもの。

可決 都市整備課

議案第20号
平成 20 年度上天草市物揚場造成事
業特別会計補正予算（第２号）

【予算額変更なし】
阿村港野積場の利用件数の増加に伴い、使
用料収入 70 万円を増額し、一般会計から
の繰出金 70万円を減額するもの。

可決 建設課

議案第21号
平成 20 年度上天草市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第２号）

【5,486 万円　減額】
後期高齢者医療広域連合納付金 4,944 万円
の減額

可決 保健課

議案第22号
平成 20 年度上天草市一般会計補正
予算（第７号）

【9億 6,882 万円　増額】
定額給付金給付事業 5億 4,314 万円　
子育て応援特別手当交付金事業 1,640 万円
地域活性化・生活対策臨時交付金事業 4億
927 万円 

可決 財政課

議案第23号
平成 20 年度上天草市天草四郎メモ
リアルホール特別会計補正予算（第
４号）

【2,650 万円　増額】
国の 2次補正に伴い、天草四郎メモリアル
ホール外壁塗装改修工事を追加するもの。

可決 商工観光課

議案第24号
平成 20 年度上天草市公共下水道事
業特別会計補正予算（第５号）

【1,500 万円　増額】
国の 2次補正に伴い、特定環境保全公共下
水道事業を追加するもの。

可決 都市整備課

議案第25号
平成 20 年度上天草市水道事業会計
補正予算（第３号）

【4,560 万円　増額】
国の 2次補正に伴い、大矢野町大潟地区海
底送水管陸上部布設替工事を追加するもの。

可決 水道局

議案第26号 平成 20 年度上天草市立上天草総合
病院事業会計補正予算（第３号）

新型インフルエンザ設備整備事業 117 万円
特別調整交付金 6,000 万円の増額 可決 病院

【議案の審議結果】 平成 20 年度補正予算

議会だより
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【陳情の審議結果】

【議案の審議結果】

《
一
般
質
問
》

議案番号 議　案　名 当初予算額
主な事業

議決
結果 担当課

議案第27号 平成 21年度上天草市一般会計予算

142 億 3,600 万円
〔前年度より 3億 500 万円（2.1％減）の減額〕
教育環境整備事業（大矢野中学校体育館改築関
連）、学校耐震化に伴う校舎補強工事、特産品
流通システム構築事業及びイノシシ対策事業

可決 財政課

議案第28号
平成 21 年度上天草市国民健康保険
特別会計（事業勘定）予算

46億 8,012 万円
保険給付事業（高額療養費・出産育児費等）
及び保険事業（特定健康診査・健康保持増進等）

可決 保健課

議案第29号
平成 21 年度上天草市老人保健医療
特別会計予算

2,047 万円
平成 19 年度までの老人保健医療制度で支
出された医療費の精算

可決 保健課

議案第30号
平成 21 年度上天草市診療所特別会
計予算

6,475 万円
事業収入、総務管理事業

可決 保健課

議案第31号
平成 21 年度上天草市介護保険特別
会計予算

28億 9,840 万円
保険給付事業 27億 9,910 万円
地域支援事業 4,680 万円

可決 高齢者
ふれあい課

議案第32号
平成 21 年度上天草市斎場特別会計
予算

1,325 万円
使用料収入及び維持管理事業

可決 環境衛生課

議案第33号
平成 21 年度上天草市天草四郎メモ
リアルホール特別会計予算

3,684 万円
収益事業及び総務管理事業

可決 商工観光課

議案第34号
平成 21 年度上天草市公共下水道事
業特別会計予算

4億 59万円
使用料収入及び管渠整備、施設等維持管理
事業

可決 都市整備課

議案第35号
平成 21 年度上天草市物揚場造成事
業特別会計予算

1,594 万円　【阿村港建設費返済のための特別会計】
使用料及び起債返済

可決 建設課

議案第36号
平成 21 年度上天草市後期高齢者医
療特別会計予算

3億 6,895 万円
後期高齢者医療広域連合納付金及び健康診査

可決 保健課

議案第37号
平成 21 年度上天草市水道事業会計
予算

9億 3,035 万円
収益事業及び海底送水管布設替工事

可決 水道局

議案第38号
平成 21 年度上天草市立上天草総合
病院事業会計予算

34億 301 万円
病院の運営に関する経費 28億 2,672 万円

可決 病院

議案第42号
平成 21 年度上天草市一般会計補正
予算（第１号）

【3,426 万円　増額】
国の２次補正に伴う緊急雇用対策事業

可決 財政課

【議案の審議結果】 平成 21 年度予算

陳 情

その他

議案番号 議　案　名 概　　　　　　　　　要 議決
結果 担当課

議案第39号 指定管理者の指定について

〈名称〉　上天草市松島展望休憩所
〈指定管理者〉　特定非営利活動法人上天草ア
クティブセンター　
〈期間〉　21年 4月 1日～ 24年 3月 31日

可決 総務課

議案第40号 公有水面埋立てに関する意見について
国道 324 号線の改良工事に伴う、松島町今泉
米の山新田 6438 の 156 地先公有水面の埋立
（287.2 ㎡）について市の意見を求めるもの

可決 建設課

議案第41号 市道路線の廃止及び認定について

路線の認定申請及び分割に伴い、次のとおり
認定・廃止するもの。
認定する路線　　　　　　　　　　　　　　
①大戸鼻 9号線（松島町阿村）　
②下老岳支線 1号（松島町教良木）　　　　
③下老岳支線 2号線（松島町教良木）　           
④二間戸団地線 12号（姫戸町二間戸）　　
廃止する路線　　　　　　　　　　　　　　
①下老岳支線（松島町教良木）　
②二間戸団地線 12号（姫戸町二間戸）

可決 建設課

陳情
番号 件　名 概　要 審議

結果

陳情
第１号 亀の迫地区生活排水路整備に関する陳情書 上流の排水路に合わせた下流の排水路整備 採択

陳情
第２号

脇浦地区の国道からの降り道の改良及び河川沿いの道
路拡幅工事に関する陳情書

降り道の改良及び河川沿いの道路拡幅
工事

採択

陳情
第4号 市内循環バスの路線見直しについての陳情書

上循環バス全路線の野釜南までの乗り
入れ

継続
審査

陳情
第5号

上天草市大矢野町登立積米区水路施設整備事業の早期
完成に関する陳情書

生活排水路の整備 採択

陳情
第6号

地元４行政区（前平、小平、貝場、小瀬戸）への産交バス
乗り入れ運行についての陳情書

４地区へのバス乗り入れ 継続
審査

議会だより
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☎

平
成
21
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

今
年
度
の
目
玉
の
一
つ
は
な
ん

と
言
っ
て
も
『
ぐ
る
な
び
』
と
の
連

携
で
す
。

『
ぐ
る
な
び
』
と
は
グ
ル
メ
情

報
の
検
索
サ
イ
ト
を
運
営
し
て

い
る
会
社
で
、
首
都
圏
を
中
心
に

６
万
３
千
店
の
加
盟
店
が
あ
り
、
月

間
１
４
０
０
万
人
が
ア
ク
セ
ス
す
る

と
い
う
巨
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
情
報
化
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
『
ぐ

る
な
び
』
の
発
信
す
る
情
報
は
、
首

都
圏
で
も
の
す
ご
い
影
響
力
が
あ
り

ま
す
。

当
市
は
、こ
の
た
び
『
ぐ
る
な
び
』

を
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
当

市
が
も
つ
豊
富
な
海
の
幸
、
山
の
幸

を
首
都
圏
に
流
通
さ
せ
る
取
り
組
み

を
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
そ
の
時
々
の
旬
な

食
材
を
「
お
任
せ
１
万
円
パ
ッ
ク
」

と
し
て
首
都
圏
の
飲
食
店
に
流
通
さ

せ
た
り
、
東
京
の
シ
ェ
フ
を
上
天
草

市
に
招
い
て
食
材
探
し
ツ
ア
ー
を
し

た
り
、
ま
た
『
ぐ

る
な
び
』
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
上

天
草
市
食
材
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
て

ネ
ッ
ト
販
売
を
し

た
り
・
・
・
。
要
は
、

上
天
草
市
の
食
材

を
『
ぐ
る
な
び
』

を
通
じ
て
首
都
圏

に
流
通
さ
せ
る
〝
食

の
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業
〞
を
展
開
し
ま

す
。

当
市
に
は
、
車
え
び
、
姫
ガ
ザ
ミ
、

は
も
、
ち
り
め
ん
、
天
草
大
王
、
梅

肉
ポ
ー
ク
、
パ
ー
ル
柑
な
ど
美
味
し

い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
そ
れ
ら
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

た
り
、
大
々
的
に
流
通
さ
せ
る
な
ど

の
経
路
が
な
か
っ
た
た
め
、
せ
っ
か

く
の
い
い
モ
ノ
を
十
分
に
活
か
し
き

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
事
業
を
契
機

に
、
上
天
草
市
の
食
材
が
首
都
圏
で

し
っ
か
り
と
認
知
さ
れ
、「
上
天
草

市
フ
ァ
ン
」
が
増
え
る
と
と
も
に
、

消
費
拡
大
が
図
ら
れ
、
食
材
が
大
い

に
流
通
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
農
業
者
、
漁
業

者
の
方
々
の
所
得
の
増
加
、
後
継
者

や
若
者
の
定
着
へ
と
、
食
を
通
し
て

市
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
４
月

後
半
か
ら
具
体
的
な
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

是
非
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

vol.23

平
成
21
年
度
事
業
の
目
玉

『
ぐ
る
な
び
』
と
新
た
な
事
業
展

開
へ

　身体・精神・知的障がい者（18 才未満の身体障が
い者や精神・知的障がい者と生計を同じくする人も含
む）が所有する軽自動車並びに障がい者のために特別
の仕様がなされた軽自動車で、一定の要件に該当する
場合は軽自動車税を免除する制度があります。
　この制度を利用する場合は、軽自動車税の納期限（４

軽 自 動 車 の
所有（取得）者

軽自動車
の運転者

使用の目的 申請に必要な書類 減免台数 その他

障がい者の方に限る

※ただし、身体障が
い者の年齢が 18 歳
未満の場合、知的障
がい者の場合、精神
障がい者の場合は生
計を一にする者が所
有（取得）する軽自
動車を含む

障がい者本人 特に問わない
減免申請書、各手帳、
運転免許証、印鑑、自
動車検査証

障がい者１人
につき自動
車、軽自動車
（バイクを含
む）のいずれ
か１台

自動車検査証
に事業用と記
載されている
ものは対象に
なりません

障がい者と生計
を一にする者 障がい者のた

めに使用する
こと
・通学
・通院
・通所
・生業

上記のほかに、
・通学→通学証明書
・通院→通院証明書
・通所→通所証明書
・生業→所得証明書等

※障がい者のみで構成
される世帯の障がい者
を常時介護する者が運
転する場合は、併せて
常時介護証明書が必要
です

障がい者のみ
で構成される
世帯の障がい
者を常時介護
する者

別表１　障がい者が所有する軽自動車の減免

利用の目的 軽自動車の構造・種類
軽 自 動 車 の
所有（取得）者

軽自動車

の運転者
申請に必要な書類 減免台数

障がい者等の利
用のみに供され
るもの

特別の仕様がなされた軽
自動車に限る（８ナンバーのみ）
自家用、事業用は問わな
い

特に問わない

減免申請書、各手帳、運
転免許証、印鑑、自動車
検査証、軽自動車の変更
部分（前後左右・構造）
の写真

制限なし

別表２　障がい者のために特別の仕様がなされた軽自動車の減免

※特別な仕様とは、車椅子の昇降装置を設置するなどのことをいいます。

平成 21 年度 納税日一覧表

月
市県民税（普徴） 固定資産税 国民健康保険税 軽自動車税

期 納期限 期 納期限 期 納期限 期 納期限
４月 全期 4月 30 日
５月 １ 6月 1日
６月 １ 6月 30 日 １ 6月 30 日
７月 ２ 7月 31 日 ２ 7月 31 日
８月 ２ 8月 31 日 ３ 8月 31 日
９月 ４ 9月 30 日
10 月 ３ 11 月 2日 ５ 11 月 2日
11 月 ６ 11 月 30 日
12 月 ３ 12 月 25 日 ７ 12 月 25 日
１月 ４ 2月 1日 ８ 2月 1日
２月 ４ 3月 1日 ９ 3月 1日
３月 10 3 月 31 日
４月
５月

‒

　

平
成
21
年
度
の
各
種
税
の
納
税
期
限
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

税
金
は
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
課
せ
ら
れ
た
納
税
義
務
者
の
義
務
で
す
。
納
期

限
を
守
り
、
正
し
い
納
税
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

月３０日）の 7日前までに、税務課、市民窓口課、姫戸・
龍ヶ岳統括支所の窓口で申請が必要です。

※身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）手帳、
精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方で、下
記に該当する方です。

税
金
は
、
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

㈱ぐるなみの会長（左）とがっちり握手
する川端市長
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あなたのアイデアをあなたのアイデアを
〝市民の健康づくり〟に活かしましょう〝市民の健康づくり〟に活かしましょう

応
募
資
格
や
募
集
人
員
、

応
募
資
格
や
募
集
人
員
、

任
期
は
？

任
期
は
？

月 月
月

水

月 月

用意するもの　

木 木

木

【場所】

種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 全地区 28木 H21.3 13:30~13:45

3~4カ月児健診
（BCG）

バスタオル
BCG問診表

大矢野 12火
H21.1

13:00~13:15

松　島 20水

龍ヶ岳 ７木 H20.12
~Ｈ21.1

6~7カ月児健診 ハンカチ
または
ハンドタオル

大矢野 19火
H20.10

松　島 20水
6~8カ月児健診 龍ヶ岳 ７木 H20.9~10
１歳児学級 おしぼり、お茶 全地区 29金 H20.5
１歳６カ月児
健診 尿 大矢野 26火 H19.9~10

３歳児健診 聴力視力
検査用紙

松　島 27水 H18.3~4
龍ヶ岳 14木 H18.2~4

もうすぐ
パパママ
学級②

母子手帳
米１合 全地区 22金 ｰ 9:45~10:00

【場　所】全地区、松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉センター
　　　　  姫戸…姫戸母子健康センター　龍ヶ岳…龍ヶ岳統括支所
【※用意するもの】母子手帳と問診票（もうすぐパパママ学級を除く）は、
どの健診および学級でも必ず持参ください。
※もうすぐパパママ学級へ参加される場合は、５月 15 日（金）までに保
健センターへ予約してください。

3
☎

☎

4
☎

5
☎

6
☎

10
☎

☎

17
☎

☎

24
☎

☎

31
☎

☎

お父さんの
ための

　

上
天
草
市
で
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
、
健
康
で
明
る

く
生
き
が
い
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
職
場
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
「
健
康
増
進
計
画
」
「
食
育
推
進
計

画
」
を
平
成
21
年
度
に
策
定
し
ま
す
。

　

計
画
策
定
及
び
推
進
の
た
め
に
推
進
委
員
会
を
設
立
し
、
関
係
機
関

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
市
の
健
康
に
関
す
る
課
題
や
対
策
を
検
討
し
、

具
体
的
な
生
活
実
感
の
あ
る
目
標
を
立
て
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
代
表
と
し
て
、
下
記
の
と
お
り
推
進
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
日
ご
ろ
、
健
康
に
つ
い
て
抱
い
て
お
ら
れ
る
熱
い
思
い
を
、

市
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
是
非
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

上天草市「健康増進計画」「食育推進計画」推進委員を募集

妊婦健康診査はお母さんやお腹の赤ちゃんの健康

を保持する上で大変重要な健診で、妊娠して出産す

るまでの望ましい健診回数は 14 回程度となっていま

す。

近年、出産年齢の上昇等により、健康管理がより

重要となる妊婦さんが増加傾向にあるとともに、経済

的な理由等により健康診査を受診しない妊婦さんもお

られ、母子の健康管理を図る上で、妊婦健康診査の重

要性や必要性が一層高まっているところです。

このような事を踏まえ、上天草市では妊娠中の健

診費用の負担を軽減し、安心して妊娠、出産ができる

ように、平成２１年４月１日より妊婦健康診査公費負

担をこれまでの５回から１４回に拡大となりました。

妊婦健康診査受診券は母子手帳交付時に発行しま

すので、妊娠が確定されたら早めに妊娠届けをお済ま

せ下さい。

☎保健課　健康づくり推進室

妊婦健康診査公費負担を、
14回に拡大します。

　市民全体で、子どもの頃から生涯を通した実践可
能な生活に密着した健康づくり運動を推進するため
の計画です。身体活動・運動、栄養・食生活、休養・
こころの健康づくり、たばこ、アルコール、歯の健
康、メタボリックシンドロームの予防、がんの予防、
生活習慣病の重症化・合併症の予防の９つの分野に
分かれています。

健康増進計画

　食は生命の源です。私たちが健やかな生活を送り、
豊かな心を育んでいくためには、「食」はとても大
切なものです。子どもから大人まで市民ひとりひと
りが「食」に関する正しい知識や望ましい食習慣を
身につけるとともに、地域の産物や食文化について
理解を深め、健全で豊かな食生活を実践するための
計画です。

食育推進計画

　

市
の
健
康
に
関
す
る
現
状
や
問

題
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
現
状
や

問
題
に
対
す
る
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
を
活
発
に
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

年
４
回
程
度
の
会
議
へ
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
平
日
の
夜

間
19
時
〜
21
時
を
予
定
し
て
い
ま

す
。）

　

ま
た
、
計
画
策
定
後
は
、
各
分

野
で
活
発
に
計
画
を
推
進
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

会
議
に
伴
う
報
酬
の
支
払
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
交
通
費

　

上
天
草
市
に
居
住
さ
れ
、
年
齢

が
20
歳
以
上
で
、
健
康
づ
く
り
に

意
欲
・
興
味
が
あ
り
、
松
島
保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
会
議
（
年

４
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
方
。

　

大
矢
野
町
・
松
島
町
・
姫
戸
町
・

龍
ヶ
岳
町
よ
り
１
名
ず
つ
、
合
計

４
名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
（
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

選
考
に
よ
り
決
定
し
、
選
考
結
果

を
全
員
に
通
知
し
ま
す
。）

　

次
の
事
項
を
記
載
し
た
用
紙

（
様
式
自
由
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
持
参
・
郵
送
・
メ
ー
ル
可
）

【
記
載
事
項
】　

　

応
募
の
動
機
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
（
勤
務
先
）・

電
話
番
号

【
応
募
期
間
】　

　

平
成
21
年
４
月
15
日
（
水
）
か

ら
４
月
24
日
（
金
）
で
す
。（
当

日
消
印
有
効
）

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

（
バ
ス
賃
相
当
額
）
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

任
期
は
、
平
成
21
年
５
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法
は
ど
う
す
る

応
募
方
法
は
ど
う
す
る

の
？
の
？

【応募・問合せ先】　
健康福祉部 保健課 健康づくり推進室（松島保健
センター）
〒 861-6102　上天草市松島町合津３２９４
☎ 0969（56）1111（内線 2403 ･ 2404）
fax0969（56）3307 
Ｅメール：kenkou@city.kamiamakusa.lg.jp

申込・問合せ先は？申込・問合せ先は？
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診 療 案 内　　

市立病院
だより上天草総合病院

外科部長　福田　誠

★問合せ先　上天草総合病院
 ℡ ０９６９（６２）１１２２（代表）
 FAX ０９６９（６２）１５４６
 ホームページ
 http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp
 Ｅメール　kamiama@cityhosp-kamiamakusa.jp

痔
と
は
、
直
腸
と
肛
門
付
近
の
病
気
を

す
べ
て
含
め
た
総
称
で
す
。
痔
に
は
、
３
大

痔
疾
患
と
い
っ
て
、
痔
核
（
い
ぼ
痔
）（
内

痔
核
、　

外
痔
核
）　

そ
し
て
、
切
れ
痔
（
裂

肛
）、
痔
瘻
（
う
み
痔
、
あ
な
痔
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
、
３
大
疾
患
で
９
割
を
し
め
ま

す
。
そ
の
内
で
も
、
痔
核
、
こ
と
に
「
内
痔

核
は
全
体
の
痔
の
６
割
」
を
し
め
、残
り
は
、

外
痔
核
、
裂
肛
、
痔
瘻
な
ど
で
す
。
従
っ
て
、

一
般
に
痔
と
い
え
ば
、
た
い
て
い
内
痔
核
を

指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
内
痔
核
に
つ
い
て

の
症
状
、
原
因
と
最
近
の
治
療
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

症
状
：
「
出
血
」
で
す
。
し
か
し
、
神

経
の
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
痛
み
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
進
行
す
る
と
、
出
血
だ
け
で

な
く
、
痔
核
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
り
、
肛

門
の
外
に
飛
び
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
「
脱
肛
」
と
い
い
ま
す
。
脱
肛
が
ひ
ど

く
な
る
と
、
排
便
時
や
歩
い
て
い
る
だ
け
で

も
、
飛
び
出
し
て
、
自
分
の
手
で
も
ど
さ
な

い
と
、
痛
く
な
り
ま
す
。
脱
肛
で
は
、
残
便

感
に
悩
ま
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

原
因
：
不
規
則
な
排
便
習
慣
で
、「
長
い

時
間
い
き
む
く
せ
」
が
痔
核
の
原
因
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
り
き
み
や
便
秘
に
よ
り
肛
門

の
静
脈
の
か
た
ま
り
で
あ
る
内
痔
核
が
う
っ

血
し
ま
す
。
ま
た
内
痔
核
の
付
け
根
の
粘
膜

が
緩
ん
で
、
た
る
ん
で
く
る
と
肛
門
の
外
に

飛
び
出
し
て
脱
肛
と
な
り
ま
す
。

治
療
：
ま
ず
は
、
長
い
時
間
い
き
む
く

せ
を
止
め
て
、
さ
っ
と
だ
す
よ
う
な
、
正
し

い
便
通
習
慣
を
身
に
つ
け
、
う
っ
血
を
防

ぐ
こ
と
。
お
風
呂
で
お
し
り
を
温
め
て
清

潔
に
す
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
軟
膏
や
内
服
薬
で
炎
症
を
抑
え
る
治

療
が
あ
り
ま
す
。
内
痔
核
が
進
行
し
て
く

る
と
、
以
上
の
よ
う
な
保
存
的
治
療
か
ら
、

粘
膜
の
た
る
み
を
治
す
手
術
を
含
め
た
何

ら
か
の
処
置
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

今
回
、
手
術
せ
ず
に
注
射
で
治
せ
る
新

し
い
治
療
法
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
療
法
）
を
紹
介

し
ま
す
。

注
射
薬
の
ジ
オ
ン
は
、
も
と
も
と
中
国

で
考
案
さ
れ
た
内
痔
核
の
治
療
法
（
消
痔

霊
）
を
日
本
で
改
良
さ
れ
た
も
の
で
、
厚

生
労
働
省
に
平
成
16
年
に
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
カ
リ
ウ
ム
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
Ａ
）
と
い
う
物
質
を
主
成
分
と
し
た

薬
物
で
、
痔
核
に
注
入
す
る
こ
と
で
、
痔

核
の
硬
化
縮
小
を
図
り
ま
す
。
高
い
成
功

率
と
再
発
す
る
リ
ス
ク
も
大
変
低
い
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
治
療
自

体
も
手
術
の
よ
う
に
患
部
を
切
り
取
る
と

い
っ
た
操
作
を
行
な
わ
な
い
分
、
比
較
的

簡
単
に
済
み
、
入
院
も
短
期
間
で
済
み
、

当
院
で
は
通
常
２
泊
３
日
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
す
べ
て
の
痔
核
に
適
応
で
き
る

治
療
法
で
は
な
い
た
め
、
外
科
外
来
で
診

察
し
た
後
、
治
療
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

痔
で
お
困
り
の
方
は
、
一
度
、
上
天
草

総
合
病
院
外
科
外
来
で
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

A: 病院 6階の喫茶コーナーは「プーズ・ロッジ」と
いう名前のお店で、民間から参入を募集して決定し
た業者さんです。職員食堂の一角で営業していただ
いておりますので、看護学校の学生達や職員がいる
時には若干入りにくい雰囲気があるかもしれませ
ん。が、本来一般の方向けの営業を行っていただい
ておりますのでご遠慮なくご利用ください。天草梅
肉ポークを使ったポークカレー680円やハンバーグ
ジャポネソース 650 円などがお勧めメニューです。
お得なコーヒー回数券もあります。入院の付き添い

Q: 6 階の喫茶室は一般の人でも入ってよいのでしょうか。
学生さん達が居られたりして入りにくいのですが？

痔のはなし

～内痔核の新しい
治療法について～

の方やお見舞いの方もどうぞ。八代海に浮かぶ御所
浦島が見える景色のよい喫茶室です。月曜日が定休
日です。詳しくは病院のホームページをご覧くださ
い。
※ このコーナーでは病気のことや病院に関するご質
問をお待ちしております。メールでどしどしお尋
ねください。

（Ｅメール）kamiama@cityhosp-kamiamakusa.jp

 広報委員長　竹下　哲二

熊本県立松島商業高校　　

　　１学年　斉藤　聖菜

　私は、今回上天草総合病院でインターンシップをして、
看護師の方々が普段どのようなことをしているかを知るこ
とができました。いつもの生活の中では知ることのできな
い所、特に患者さんへの対応など見ることができました。
２日間という短い間でしたが、院内にもいろいろな仕事が
あり、医師、看護師全員で
それらをやっているのかと
思うと、やっぱりすごいな
ぁと思いました。そういう
ことを思い返すと、充実し
た２日間ではなかったかと
思います。いつか、私も人
を助けられるようになれれ
ばと、今から頑張りたいで
す。

熊本県立松島商業高校　　

　　１学年　森　香朱美

　今回のインターンシップでは、たくさんの事を学べまし
た。１日目の療養病棟での研修では担当してくださった看
護師さんだけでなく患者さんからも学ぶことがありました。
たとえば、患者さんのお世話をさせていただいているとき
に「ありがとう」と感謝の言葉を聞いて素直に「どういた
しまして」と言えました。そのとき本当に感謝の気持ちは
大切なんだと感じました。２日目の一般病棟では、看護師
さんの行動一つ一つが勉強になりました。患者さんとのコ
ミュニケーションを取るときも常に笑顔でどんなことにも
臨機応変に対応していてすばらしいと思い尊敬しました。
この２日間で学んだことを将来につなげて行きたいです。

　全国的な医師不足の影響もあり、熊本県でもへき地地域へ派
遣する医師の十分な確保が難しくなり無医地域の発生を避ける
ため平成 20年度は、上天草総合病院からの医師派遣で対応し
てきました。
　今後も教良木診療所が安定して医師を継続的に確保し、将来
にわたって地域住民への医療提供を行うために、教良木診療所
をへき地拠点病院である上天草総合病院へ移管し、管理運営面
での統合が望ましいと思われるため平成 21年４月１日より経
営統合を行います。

【教良木診療所の診療体制について】
○今までと同じ診療体制で運営を行います。
○診療時間は、平日午前９時から午前 12時まで（木曜日は午
後３時 30分まで）
○医師及び看護師等の職員は、上天草総合病院より派遣します。

教良木診療所の経営統合について教良木診療所の経営統合について

　松島商業高校１年生の斉藤さんと森さんがインターンシ
ップで病院を訪れました。インターンシップを終えての感
想文を紹介します。
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22

心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

生涯学習に関する
問 い 合 せ 先

●社会教育課
　☎0969（56）1111
●中央公民館
　☎0969（56）0777
●大矢野自然休養村
　管理センター
　☎0964（56）4393

広報 上天草23

■図書館おはなし会（30分～１時間）
【大矢野】４月25日（土）午後２時から（森記念図書館）
 ４月18日（土）午後２時から（治郎田公民館）
 ５月９日（土）午前10時から（西の浦公民館）
【中　央】５月９日（土）午後２時から（アロマ視聴覚室）
【姫　戸】５月９日（土）午前10時から（姫戸図書館）
【龍ヶ岳】４月はお休みです。
［対象：幼児～小学校低学年］
※うれしい話かな！？おもしろい話かな！？
　おはなし会の最後には、楽しい折り紙遊びもあるよ♪

　お友達といっしょに来てね！
■あかちゃんおはなし会（約20分）
【中央】５月13日（水）午前10時30分から（アロマ視聴覚室）
［対象：０歳～未就園児とその保護者］
※絵本の読み聞かせや歌遊び、ふれあい遊びなど盛りだくさん
の内容です！

☎
•

☎

•

☎
•

☎
•

　

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
の
間
は
「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
図
書
館
で
は
「
読
書
」

「
図
書
館
」
を
テ
ー
マ
に
標
語
・
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
期
間　

４
月
23
日
（
木
）
〜
５
月
12
日
（
火
）

▼
応
募
場
所　

市
内
各
図
書
館

▼
対　

象　

上
天
草
市
民
（
大
人
か
ら
子
供
ま
で
誰
で
も
Ｏ

Ｋ
で
す
）

▼
問
合
せ
先　

各
図
書
館

※
例　

標
語
↓
「
笑
顔
の
ヒ
ミ
ツ
は
本
の
中
」（
２
０
０
９

年
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
標
語
よ
り
）

イ
ラ
ス
ト
↓
（
２
０
０
８
年
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
県
教

委
作
製
し
お
り
よ
り
）

　　

な
お
、
募
集
期
間
終
了
後
、
審
査
員
が
選
定
し
、
優
秀
作

品
を
「
し
お
り
」
に
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
す
る
予

定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

４月は「2008 年度貸出ベスト 10」
５月は「名作児童文学・絵本」

　絵本の読み聞かせや手遊びなど、興味のあ

る方を募集しています。

　『経験がないし、自信もない…』そんな方で

も大丈夫！このボランティアは、自分自身で

楽しむことが喜びです。

　図書館で、学校で、保育園で、子どもたち

があなたを待っています。

＊詳しくは各図書館までお気軽にどうぞ。

　

大
人
の
た
め
の
学
習
の
場
と
し

て
、
成
人
大
学
は
毎
年
多
く
の
方
が

受
講
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
生
活
に
役
立
つ
講
話
や

日
帰
り
の
研
修
、
軽
い
運
動
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
知
識
を
深
め
る

場
と
し
て
、
ま
た
友
達
づ
く
り
の
場

と
し
て
、
み
ん
な
で
生
き
が
い
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
と
お
り
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
講
期
間　

平
成
21
年
５
月
〜
平
成
22
年
２
月

（
10
回
を
予
定
）

■
開
講
日　

毎
月
第
３
木
曜
日
（
変
更
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
）

■
開
講
式　

５
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら

■
場
所　

大
矢
野
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
（
旧

大
矢
野
公
民
館
）

■
対
象
者　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
市
内
在
住
の

方
■
申
込
締
切　

５
月
12
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先　

大
矢
野
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
（
旧
大
矢
野
公
民
館
）

上中万五郎さん文化講演会
天草弁は世界を救う！？

人権童話講演会
人権を考える時間が必要です

成
人
大
学
２
０
０
９　

受
講
生
募
集

み
ん
な
で
楽
し
く
知
識
を
深

め
ま
せ
ん
か

報情

コーナー
図書館だより

▲コミカルな人形劇に会場は大爆笑

▲中山洋一さんらによる弾き語りコンサート
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お知らせ

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

☎
企
業
誘
致
課

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

　

農
地
等（
田
、畑
、採
草
放
牧
地
）

を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
の

申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
（
同
意

書
）
の
内
容
の
一
部
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
年
３
月
申
請
分
ま
で
は
同
意

書
（
排
水
関
係
・
隣
接
農
地
関
係
・

市
道
・
里
道
・
水
路
等
）
を
提
出

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
４
月
申
請

分
か
ら
排
水
関
係
、
隣
接
農
地
関

係
は
以
前
と
同
じ
で
必
ず
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
公
共
用
地

（
市
道
・
里
道
・
水
路
等
）
の
隣

接
同
意
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　取引や証明に使用する計量器は、法律（計量法第19条）
により２年に１回の定期検査を受けるよう
に義務付けられています。該当する計量器
をお持ちの方は、受検されますようお願い
します。

○検査の対象となる計量器

▽商店等で商品の売買に使用するはかり
▽病院、薬局等で使用している調剤用のはかり
▽学校、病院、保育園等で使用している体重測定用のはかり
▽農協、漁協等流通物資の集荷、出荷等に使用するはかり
▽宅配など運送業者等が貨物の運賃算出用に使用するはかり
▽農業、漁業等の生産者が生産物等の売買に使用するはかり

○持参物　計量器（質量計等）、手数料（１台あたり
500 円から 2,200 円）

検査日 検査受付時間 検査場所

☎

☎

計量器の定期検査はお済ですか

▼
軽
自
動
車
税　

▼
納
期
限　

4
月
30
日
（
木
）

▼
口
座
振
替
日　

４
月
27
日（
月
）

☎
税
務
課

税
の
ひ
ろ
ば

☎
農
業
委
員
会

　

本
年
度
上
天
草
で
は
、
特
産
品

の
大
都
市
で
の
消
費
拡
大
を
図
る

た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報

サ
イ
ト
「
ぐ
る
な
び
」
の
協
力
を

得
て
、
関
東
圏
の
料
理
人
に
よ
る

上
天
草
市
食
材
探
し
ツ
ア
ー
、
上

天
草
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
提
案

と
商
談
会
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。

　

こ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴

は
、
単
に
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
と
ど

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

4
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階
相
談

室
２

☎
市
民
窓
口
課

お

知

ら

せ
問合せ先

大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
☎ 0964（56）1111
総務課・財政課・税務課・
納税課・監理課・大矢野
窓口センター・企画政策
課・商工観光課・農林水
産課・地籍調査課・企業
誘致課・会計課・議会事
務局・農業委員会・監査
事務局
松島庁舎
〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
☎ 0969（56）1111
市民窓口課・建設課・都
市整備課・環境衛生課・
保健課（保健センター・
健康づくり推進室）・高齢
者ふれあい課・福祉課・
教育委員会（学務課・社
会教育課）
姫戸統括支所・水道局
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
☎ 0969（58）2111
龍ヶ岳統括支所・情報推進室
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
☎ 0969（62）1111

▼
受
領
委
任
払
い
制
度
と
は

　

介
護
保
険
で
の
福
祉
用
具
購
入

費
及
び
住
宅
改
修
費
（
介
護
予
防

を
含
む
）
の
支
給
は
、
利
用
者
が

い
っ
た
ん
費
用
の
全
額
を
支
払

い
、
そ
の
後
に
申
請
を
し
て
保
険

給
付
分
（
９
割
）
の
支
払
い
を
受

け
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
償
還

払
い
」
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
受
領
委
任
払
い
制
度
」

は
、
福
祉
用
具
購
入
及
び
住
宅
改

修
の
利
用
者
の
支
払
い
を
、
初
め

か
ら
１
割
分
で
済
む
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
の
一
時
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。残
り
の
９
割
分
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
委
任
に
基
づ
き
、
市
か

ら
事
業
者
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

▼
制
度
を
利
用
で
き
る
方

　

給
付
金
の
支
払
い
が
真
に
困
難

ま
ら
ず
、
期
間
中
都
市
圏
の
多
く

の
消
費
者
に
「
上
天
草
食
材
」
を

食
べ
て
い
た
だ
き
、
上
天
草
市
農

林
水
産
物
の
販
路
・
消
費
拡
大
が

目
的
で
す
。

　

商
談
会
な
ど
に
つ
い
て
、
事
前

に
説
明
会
等
を
４
月
末
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
会
社
・
事
業
所
・
生
産
者
の

み
な
さ
ん
は
、
企
業
誘
致
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

5
月
７
日
（
木
）

☎
総
務
課
行
政
係

相
談
・
申
請

そ
の
他

期　日 地　区 時　　間 場　　所

４月21日

(火)

阿　村

午前 9:00 ～ 9:30 阿村第１公民館前
9:45 ～ 10:25 阿村出張所前
10:45 ～ 10:55 阿村漁協入口
11:10 ～ 11:30 阿村第６公民館前

合　津

午後 1:15 ～ 1:40 樋合漁協前
2:00 ～ 2:15 竜宮荘社員寮前
2:35 ～ 2:55 佐伯篤氏宅横
3:05 ～ 3:20 松島観光ホテル横
3:30 ～ 4:00 11 支部公民館横

４月22日

(水）

合　津
午前 9:00 ～ 9:40 ５支部公民館前

9:50 ～ 10:30 旧町民センター前駐車場
10:45 ～ 11:05 ６支部公民館前

今　泉

午前 11:15 ～ 11:30 １・２支部公民館前
午後 1:00 ～ 1:15 ３支部公民館前

1:30 ～ 1:45 知十公民館前
2:00 ～ 2:15 旧今泉児童館前

教良木
午後 2:30 ～ 2:40 上田五斗氏宅前

2:50 ～ 3:00 星平公民館前
今　泉 午後 3:20 ～ 3:30 岡本芳雄氏宅横

４月23日

(木)

内野河内 午前 9:00 ～ 9:25 内野河内集会所前

教良木

午前 9:40 ～ 10:00 教良木出張所前
10:10 ～ 10:25 和光園老人ホーム跡地
10:40 ～ 11:00 大平公民館前
11:10 ～ 11:25 山浦公民館前
11:40 ～ 12:00 野々川公民館前

■料金
①前年度登録済の場合
　　　　　3,000円
★内訳：注射料 2,500 円 +
手数料 500 円

②新規登録の場合：
　　　　6,000円
★内訳：鑑札料 3,000 円 +

 注射料 2,500 円 +
手数料 500 円

■あなたの愛犬のために
…
　生後３ヶ月（91 日）以
上の犬の登録（生涯１回）
と狂犬病予防注射（毎年
１回）を必ず受けましょ
う。

　市では、野犬の撲滅、放し飼いの飼育者への指導を行っていますが、放し飼い
による苦情がたえません。犬を飼っている人は、責任を持って犬を管理し、野犬・
浮浪犬の捕獲にご協力をお願いします。

☎環境衛生課
松島地区で狂犬病予防注射と新規登録をおこないます

　

社
団
法
人
熊
本
県
緑
化
推
進
委

員
会
（
理
事
長
・
村
上
寅
美
）
で

は
、
森
林
の
整
備
や
環
境
緑
化
の

推
進
の
た
め
に
「
緑
の
募
金
に
よ

る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
緑
の
募
金
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

森
林
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
美
し
い
景
観
や
自
然
の
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
清
ら

か
な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
、
空

気
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
森
林
を
県
民
共
有
の
財
産
と

し
て
守
り
育
て
、
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
募
金
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
松
島　

午
後
１
時
〜
午
後
４

時
・
社
会
福
祉
協
議
会
松
島

本
所

▼
開
設
日　

5
月
14
・
28
日
（
木
）

▽
大
矢
野　

午
後
１
時
〜
午
後
４

時
・
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で
、
申

請
の
日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。

①
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世

帯
主
及
び
当
該
世
帯
の
す
べ

て
の
世
帯
員
（
同
居
す
る
世

帯
が
あ
る
場
合
は
、
同
一
の

世
帯
と
み
な
す
。）
が
非
課
税

で
あ
る
こ
と
。

②
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生

計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者

が
、
災
害
、
病
気
、
失
業
等

に
よ
り
著
し
く
収
入
が
減
少

し
た
こ
と
。

▼
制
度
の
利
用
方
法

担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
制
度
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意

事
項

　

所
定
の
手
続
き
を
経
な
い
福
祉

用
具
購
入
、
住
宅
改
修
は
介
護
保

険
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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平成 21年度の保険料は月額 14,660 円

　厚生年金に加入していた方が
退職（失業）されると、市役所
で国民年金の第１号被保険者に
なるための手続きを行い、月額
14,660 円（平成 21 年度）の保
険料を納めることになります。
　ただし、経済的に保険料を納
めることが困難な方には、申請
によって保険料の納付を免除さ
れる制度があります。
　免除制度を利用されると、保
険料を納めなくても、免除され
た期間は次のような取り扱いと
なります。
①老齢基礎年金・老齢厚生年金
の受給資格期間の 25 年にカウ
ントされます。②老齢基礎年金
の３分の１の年金額が保障され
ます。③障害基礎年金・遺族基
礎年金の受給資格期間にカウン
トされます。

　●問合せ先
　市役所保健課国民年金係まで

老齢基礎年金の繰上げ請求を希
望される方へ

　老齢基礎年金を繰上げ請求す
ると、年金額が減額されるほか、
次のようなことが発生しますの
でご注意ください。
①特別支給の老齢厚生（退職共
済）年金の定額部分の一部が
支給停止されます。

②遺族厚生年金を受けている方
は、遺族厚生年金が、65 歳
になるまでは支給停止されま
す。なお、繰上げ請求した後
に遺族厚生年金を受けられる
ようになったときは、老齢基
礎年金と遺族厚生年金につい
て、請求人が選択する一方し
か支給されません（65 歳か
らは両方とも受けられます）。

③繰上げ請求した後に、障害に
なったり、障害の程度が重く
なっても障害基礎年金は受け
られません。

④繰上げ請求すると、国民年金
の任意加入はできなくなりま
す。

⑤繰上げ請求すると寡婦年金は
受けられなくなります。

⑥繰上げ請求後に、他の公的年
金の加入期間などがわかって
も、繰上げ請求を取り消すこ
とはできません。

お知らせ

☎
監
理
課

▽
2
月
25
日
入
札
分

▼
上
天
草
港
（
阿
村
地
区
）
改
修

事
業
泊
地
測
量
委
託

　

①
松
島
町
阿
村
地
区
内

　

②
（
有
）
ア
ロ
ー
ト
三
（
姫
戸

町
）
③
２
６
２
万
５
，
０
０
０

円
④
２
月
〜
３
月

▼
大
矢
野
庁
舎
教
養
室
改
修
工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②
（
有
）
切
通
建
設
（
大
矢
野

町
）
③
９
３
万
９
，
７
５
０
円

④
２
月
〜
３
月

▽
3
月
25
日
入
札
分

▼
橋
梁
維
持
管
理
計
画
策
定
業
務

委
託

　

①
上
天
草
市
一
円

　

②
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ（
株
）

（
熊
本
市
）　

③
２
３
１
万
円　

④
３
月
〜
10
月

▼
市
道
中
月
線
測
量
設
計
委
託

　

①
松
島
町
内
野
河
内
地
区
内

　

②
（
株
）
明
進
測
量
設
計

（
美
里
町
）
③
１
７
３
万
２
，

５
０
０
円　

④
３
月
〜
７
月

▼
市
道
古
野
賎
の
女
線
測
量
設
計

委
託

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②
旭
測
量
設
計
（
株
）
上

天
草
支
店
（
大
矢
野
町
）
③

１
７
３
万
２
，
５
０
０
円
④
３

月
〜
７
月

お住まいにお困りの皆さん朗報です

「市営住宅の入居者募集」
■問合せ先　都市整備課

■入居募集市営住宅一覧
■申込み（入居）資格

■申込みに必要なもの

■募集期間
■申込用紙配布・受付場所

■抽選会

・

・

・

・

【入居募集市営住宅一覧】

▼
市
道
蔵
々
下
山
線
測
量
設
計
委

託

　

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

　

②
（
株
）
第
一
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
天
草
支
店
（
天
草
市
）
③

１
９
１
万
１
，
０
０
０
円

　

④
３
月
〜
７
月

▼
市
道
環
状
北
線
用
排
水
詳
細
設

計
委
託　

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②
（
株
）
有
明
測
量
開
発
社
上

天
草
営
業
所
（
大
矢
野
町
）
③

１
９
３
万
２
，
０
０
０
円

　

④
３
月
〜
７
月

▼
市
道
脇
浦
龍
ヶ
岳
線
測
量
設
計

委
託　
　

　

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

　

②
（
有
）
ア
ロ
ー
ト
三
（
姫
戸

町
）
③
９
９
万
７
，
５
０
０
円

　

④
３
月
〜
７
月

▼
合
津
地
区
枝
線
管
渠
更
生
工
事

　

①
松
島
町
合
津
地
区
内

　

②
（
株
）
隆
勢
（
松
島
町
）

　

③
４
６
９
万
３
，
５
０
０
円

　

④
４
月
〜
６
月

▼
下
貫
漁
港
物
揚
場
嵩
上
工
事　

①
龍
ヶ
岳
高
戸
地
区
内

　

②
（
有
）
瀧
下
建
設
（
龍
ヶ
岳

町
）
③
２
９
８
万
８
，
３
０
０

円
④
４
月
〜
６
月

▼
大
瀬
地
区
枝
線
管
渠
築
造
工
事

（
そ
の
1
）

　

①
松
島
町
阿
村
地
区
内

　

②
（
有
）
植
野
建
設
（
松
島
町
）

　

③
２
３
２
万
６
，
８
０
０
円

④
３
月
〜
５
月

▼
合
津
本
口
地
区
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
そ
の
2
）　

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
有
）
河
本
電
設
（
松
島
町
）

③
９
１
万
３
５
０
円

④
３
月
〜
５
月

▼
貝
場
漁
港
（
小
瀬
戸
地
区
）
防

波
堤
（
Ａ
）
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②
（
有
）
山
口
建
設
（
大
矢
野

町
）
③
７
３
２
万
９
，
０
０
０

円
④
４
月
〜
６
月

▼
貝
場
漁
港
（
小
瀬
戸
地
区
）
防

波
堤
（
Ｂ
）
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②
（
有
）
マ
サ
ル
建
設
（
大
矢

野
町
）
③
１
，
５
３
３
万
円

④
４
月
〜
６
月

▼
七
ツ
割
漁
港
船
揚
場
整
備
工　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
有
）
藤
島
建
設
（
大
矢
野

町
）
③
２
５
５
万
１
，
５
０
０

円　

④
３
月
〜
５
月

▼
市
道
江
後
学
校
線
道
路
改
良
工

事①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
有
）水
野
工
業（
大
矢
野
町
）

③
１
，
１
４
４
万
５
，
０
０
０

円
④
４
月
〜
７
月

▼
登
立
橋
（
歩
道
）
架
替
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
植
田
工
務
店
（
大

矢
野
町
）
③
２
９
５
万
５
，

７
５
０
円

　

④
３
月
〜
６
月

▼
南
部
農
免
道
路
維
持
（
Ａ
）
工

事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
（
株
）
サ
ン
キ
ョ
ウ
（
大
矢

野
町
）
③
１
，
３
２
９
万
３
，

０
０
０
円
④
４
月
〜
６
月

▼
南
部
農
免
道
路
維
持
（
Ｂ
）
工

事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
（
有
）
池
田
工
務
店
（
大
矢

野
町
）
③
１
，
３
９
１
万
２
，

５
０
０
円
④
４
月
〜
５
月

▼
南
部
農
免
道
路
維
持
（
Ｃ
）
工

事　

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
（
有
）
中
田
工
業
（
大
矢
野

町
）
③
９
６
６
万
円

　

④
４
月
〜
５
月

☎企画政策課

　上天草市では市民の皆さんと市が協働で、公共施
設の美化に取り組む「上天草市公共施設アダプトプ
ログラム（里親制度）」を推進しています。
これは市民の皆さん、地域の企業・団体などに「公園」
「道路」「緑地」「河川」などの公共施設のアダプト（里
親）となってもらい引き受けていただいた公共施設

のお世話（清掃）を行ってもらうというものです。
　それに対して市は、活動に必要な清掃用具の貸し
出しやごみ袋の支給、帽子・腕章、アダプトサイン（看
板）の支援を行います。
　公共施設は下記のとおりです。（これ以外の場所で
も可能です）＊申し込みはいつでも受け付けます。
グループの方たちと協議のうえお申し込み下さい。

公園など トイレ　 漁港

大矢野町
花海好公園 ( カントリーパーク )
宮津海遊公園、柴尾山展望所、峰
公園、維和桜・花公園、柳公園

湯島峰公園公衆トイレ、湯島
港公衆トイレ、江樋戸港公衆
トイレ、蔵々公衆トイレ

白涛漁港、串漁港、大手原漁港、
七ツ割漁港、野釜漁港、鳩の釜
漁港、貝場漁港、千束漁港、鷺
浦漁港、蔵々漁港、湯島漁港

上天草市斎
場の緑化

松島町 市道井手の川線（教良木ダム周辺） 阿村ふれあい広場トイレ 干切漁港、樋合漁港

姫戸町 姫戸公園、権現山公園
牟田漁港トイレ、姫戸港公衆
トイレ、姫戸運動広場トイレ

牟田漁港

龍ヶ岳町
樋島公園、和田山公園、大道
港ふ頭用地

樋島公園公衆トイレ、高戸海
水浴場、大道港公衆トイレ

大道漁港、小屋川内漁港、
下貫漁港、下桶川漁港

その他
【対象施設】

美化清掃ボランティアを募集します
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～高齢者の健康づくり～　

高齢者の健康づくりでは、生活機
能の低下をできるだけ防ぐことが
大事です。では、「生活機能」と
はいったいなんでしょう。「生活
機能」とは心や身体の働きだけで
はなくて家事や仕事をこなした
り、家庭や社会で役割を持つな
ど、「人が生きていくための機能
全体」のことです。皆さんの生活
機能は保たれていますか？低下す
ると介護や支援が必要な状態にな
る可能性が高くなり、そのような
状態の方を「特定高齢者」とお呼
びしています。上天草市では、３
月中旬に、健診の申込書と一緒に
65 歳以上の介護保険第１号被保
険者の方全員に「基本チェックリ
スト」をお送りしました。記入し
て頂いたチェックリストは、高齢
者ふれあい課（旧介護保険課）で
保健師が確認し、その後必要な方
は生活機能検査のご案内をしま
す。特定高齢者として決定される
と、介護予防事業に参加すること
ができ、生活機能の低下分野や状
態に応じて、保健師が立てた計画
に沿って行います。事業には「運
動教室」「栄養教室」「口腔ケア教
室」「脳はつらつ教室」などがあり、
昨年度も約５０人の方が事業に参
加されました。生活機能評価（基
本チェックリスト）や特定高齢者
等については、高齢者ふれあい課
（上天草市地域包括支援センター）
にご質問・ご相談ください。

●問合せ先
地域包括支援センター
（松島庁舎）
☎ 0969（56）1111

▼
退
職
▽
川
本
一
夫
（
総
務
部
・

■
監
査
事
務
局
▽
事
務
局
長　

井

上
和
男（
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
）

■
総
務
企
画
部

▽
部
長　

永
森
良
一
（
財
政
課
・

課
長
）

●
総
務
課
▽
佐
藤
始
（
県
派
遣
終

了
）
▽
井
賀
寿
（
財
政
課
）
▼
水

道
企
業
団
派
遣
▽
課
長　

栂
尾
康

昭
（
地
籍
調
査
課
・
課
長
補
佐
）

▼
天
草
広
域
連
合
派
遣
▽
課
長
補

佐　

小
多
貞
利
（
税
務
課
主
幹
）

▼
国
派
遣
▽
岡
元
宏
洋（
財
政
課
）

▼
県
派
遣
▽
福
田
貴
夫（
監
理
課
）

▽
鍬
釣
仁
（
地
籍
調
査
課
）
▽
西

釜
裕
也
（
建
設
課
）
▽
鬼
塚
正
二

（
社
会
教
育
課
）

●
財
政
課
▽
課
長　

森
内
孝
生

（
納
税
課
・
課
長
）▽
川
本
宜
史（
組

合
専
従
終
了
）▽
石
炭
圭
一
郎（
納

税
課
）

●
監
理
課
▽
課
長　

杉
田
省
吾

（
社
会
教
育
課
・
課
長
）
▽
課
長

補
佐　

小
西
裕
彰
（
建
設
課
・
主

幹
）
▽
奥
田
祥
貴
（
総
務
課
）
▽

岩
崎
洋
一
（
下
水
道
課
）
▽
木
下

修
司
（
建
設
課
）
▽
水
田
一
（
建

設
課
）

●
企
画
政
策
課
▽
課
長　

村
上
理

一
（
総
務
省
よ
り
派
遣
）
▽
課
長

補
佐　

山
本
一
洋
（
上
天
草
病
院

出
向
終
了
）
▽
課
長
補
佐　

大
塚

以
久
哉
（
農
林
水
産
課
・
課
長
補

佐
）
▽
前
方
正
広
（
総
務
課
）
▽

迫
本
潤
一
郎
（
国
派
遣
終
了
）
▽

山
本
洋
治
（
介
護
保
険
課
）
▽
小

島
潤
（
県
派
遣
終
了
）
▽
梅
野
隆

（
姫
戸
支
所
）

■
経
済
振
興
部

▽
部
長　

佐
伯
秀
昭
（
監
理
課
・

課
長
）

●
農
林
水
産
課
▽
課
長　

川
口
達

郎
（
福
祉
課
・
課
長
補
佐
）
▽
審

議
員　

吉
本
尚
文（
県
よ
り
派
遣
）

▽
課
長
補
佐　

大
谷
達
巳
（
下
水

道
課
・
課
長
補
佐
）
▽
森
口
真
喜

男
（
環
境
衛
生
課
）
▽
藤
川
勝
利

（
財
政
課
）

●
地
籍
調
査
課
▽
渡
辺
日
出
男

（
湯
島
出
張
所
）
▽
平
野
洋
二
（
福

祉
課
）
▽
千
原
博
勝
（
農
林
水
産

課
）

●
企
業
誘
致
課
▽
課
長
補
佐　

水

野
博
之
（
同
課
・
主
幹
）

●
商
工
観
光
課
▽
課
長
補
佐　

平

田
道
生
（
県
よ
り
派
遣
）
▽
大
野

公
二
朗
（
地
籍
調
査
課
）

■
建
設
部

●
建
設
課
▽
佐
々
木
亮
治
（
天
草

広
域
連
合
派
遣
終
了
）
▽
尾
崎
忠

男
（
企
画
政
策
課
）
▽
坂
本
一
也

（
農
林
水
産
課
）

●
都
市
整
備
課
▽
課
長　

松
本
和

任
（
下
水
道
課
・
課
長
）
▽
課
長

補
佐　

楠
本
金
生
（
龍
ヶ
岳
統
括

支
所
・
次
長
）
▽
木
本
昌
亮
（
建

設
課
）
▽
赤
星
博
英
（
環
境
衛
生

課
）
▽
岩
永
裕
一
（
下
水
道
課
）

▽
福
田
法
明
（
建
設
課
）
▽
堀
江

隆
徳
（
水
道
企
業
団
派
遣
終
了
）

▽
岩
崎
優
志
（
商
工
観
光
課
）
▽

島
崎
克
明
（
下
水
道
課
）

■
市
民
生
活
部

▽
部
長　

村
田
一
安
（
企
画
観
光

部
・
部
長
）

●
市
民
窓
口
課
▽
課
長　

下
森
雄

二
（
農
林
水
産
課
・
課
長
）
▽
課

長
補
佐　

中
田
清
治
（
商
工
観
光

課
・
課
長
補
佐
）
▽
吉
永
友
子
（
監

理
課
）
▽
松
本
章
吾
（
総
務
課
）

●
環
境
衛
生
課
▽
課
長　

生
川
隆

廣
（
龍
ヶ
岳
支
所
・
支
所
長
）
▽

住
本
保
孝
（
監
理
課
）
▽
友
添
真

也
（
県
派
遣
終
了
）

●
税
務
課
▽
課
長
補
佐　

坂
田
結

二
（
税
務
課
・
主
幹
）
▽
山
口
一

志
（
姫
戸
支
所
）
▽
青
山
文
晴
（
企

画
政
策
課
）
▽
鬼
塚
博
子
（
市
民

窓
口
課
）
▽
中
田
光
治
（
学
務
課
）

▽
鎌
田
章
博
（
納
税
課
）
▽
川
端

彰
（
納
税
課
）
▽
米
田
耕
一
郎
（
保

健
課
）
▽
中
松
大
喜
（
会
計
課
）

●
納
税
課
▽
課
長　

平
田
英
昭

（
維
和
出
張
所
・
所
長
）
▽
倉
橋

伸
太
郎（
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
）

▽
久
具
誠
（
県
派
遣
終
了
）

●
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
▽
課
長

　

直
江
幸
子
（
同
セ
ン
タ
ー
・
課

長
補
佐
）
▽
課
長
補
佐　

松
尾
慶

一
（
農
業
委
員
会
・
局
長
心
得
）

▽
長
瀬
隆
夫
（
企
画
政
策
課
・
課

長
補
佐
）
▽
久
保
直
幸
（
総
務
課
）

▽
島
崎
久
巳
（
総
務
課
）

●
姫
戸
統
括
支
所
▽
支
所
長　

松

本
正
一
（
水
道
局
・
次
長
）
▽
次

長　

山
下
一
保
（
監
理
課
・
課
長

補
佐
）
▽
濱
崎
直
子
（
市
民
窓
口

課
）

●
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
▽
支
所
長　

大
窪
直（
上
天
草
病
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出
向
終
了
）

▽
次
長　

梅
本
廣
昭
（
企
画
政
策

課
・
課
長
補
佐
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▽
楠
本
正
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局
）
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西
岡
弘
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社
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課
）
▽
古
谷
肇
（
市
民
窓
口
課
）

■
健
康
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祉
部　

●
保
健
課
▽
課
長　

静
谷
正
幸

（
監
査
事
務
局
・
事
務
局
長
）
▽

湯
島
診
療
所
・
所
長　

杉
本
啓
介

（
自
治
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科
大
）
▽
課
長
補
佐　

藤
川
直
子
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保
健
課
・
主
幹
）
▽

高
戸
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窓
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堀
川
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（
龍
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岳
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）
▽
切
通
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企
画
政
策
課
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▽
赤
木
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子

（
福
祉
課
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▽
鍬
田
志
保
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介
護

保
険
課
）

●
高
齢
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ふ
れ
あ
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課
▽
課
長　

大
西
訓
（
介
護
保
険
課
・
課
長
）

▽
課
長
補
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舛
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伸
弘
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介
護

保
険
課
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課
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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校
▽

竹
本
和
代
（
維
和
小
学
校
）
▼
今

津
小
学
校
▽
鳥
部
初
代
（
教
良
木

小
学
校
）
▼
教
良
木
小
学
校
▽
西

村
優
一
（
今
津
小
学
校
）
▼
大
矢

野
中
学
校
▽
山
崎
誠
也
（
上
小
学

校
）
▽
山
崎
里
美
（
上
小
学
校
）

●
社
会
教
育
課
▽
課
長　

木
下
厚

生
（
姫
戸
支
所
・
支
所
長
）
▽
課

長
補
佐　

松
本
智（
福
祉
課
主
幹
）

▽
浦
本
啓
子
（
大
矢
野
窓
口
セ
ン

タ
ー
）
▽
吉
本
昭
一
（
水
道
局
）

■
老
人
ホ
ー
ム（
和
光
園
）▽
ホ
ー

ム
園
長　

瀬
脇
庫
一（
会
計
課
長
）

■
維
和
出
張
所
▽
所
長　

浦
本
儀

治
（
福
祉
課
・
主
幹
）

■
大
道
出
張
所
▽
村
田
慶
一

（
龍
ヶ
岳
支
所
・
主
幹
）

■
樋
島
出
張
所
▽
所
長　

打
越
山

■
総
務
企
画
部

●
総
務
課
▽
古
賀
忠
明

●
財
政
課
▽
長
山
千
晶

■
経
済
振
興
部

●
農
林
水
産
課
▽
和
田
真
哉

●
商
工
観
光
課
▽
渡
辺
秀
樹

■
健
康
福
祉
部

●
福
祉
課
▽
山
崎
司
誠

●
保
健
課
▽
荒
木
羽
純

■
教
育
部（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

●
社
会
教
育
課
▽
佐
々
木
謙
吉

☎

部
長
）
▽
山
下
幸
盛
（
経
済
振
興

部
・
部
長
）
▽
田
中
義
人
（
市
民

生
活
部
・
部
長
）
▽
浜
田
秀
夫
（
大

矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー

長
）▽
古
田
良
策（
福
祉
課
・
課
長
）

▽
吉
井
弘
光
（
市
民
窓
口
課
・
課

長
）
▽
藤
島
茂
徳
（
環
境
衛
生
課
・

課
長
）
▽
森
枝
良
蔵
（
老
人
ホ
ー

ム
・
ホ
ー
ム
長
）
▽
青
山
正
（
大

矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
課
長
補
佐
）

▽
緒
方
省
三
（
市
民
窓
口
課
・
課

長
補
佐
）
▽
山
下
ス
エ
子
（
農
林

水
産
課
・
課
長
補
佐
）
▽
平
田
伸

一
（
税
務
課
・
課
長
補
佐
）
▽
福

田
久
信
（
大
道
出
張
所
・
所
長
）

▽
大
窪
静
代
（
樋
島
出
張
所
・
所

長
）
▽
青
山
隆
徳
（
税
務
課
・
主

幹
）
▽
山
下
信
行
（
福
祉
課
・
主

幹
）
▽
荒
木
次
男
（
地
籍
調
査
課
・

主
幹
）
▽
白
濱
義
澄
（
龍
ヶ
岳
支

所
・
主
幹
）
▽
光
永
常
子
（
大
道

保
育
園
・
園
長
）
▽
堀
江
和
代
（
樋

島
保
育
園
・
園
長
）
▽
寺
中
自
子

（
ひ
め
ど
保
育
園
・
園
長
）
▽
笹

内
と
も
え
（
ひ
め
ど
保
育
園
・
給

食
技
師
）
▽
森
本
ま
さ
み
（
教
良

木
保
育
園
・
給
食
技
師
）
▽
藤
原

時
枝
（
大
矢
野
中
学
校
・
学
校
主

事
）
▽
中
原
い
つ
子
（
登
立
小
学

校
・
給
食
技
師
）
▽
平
野
親
子
（
大

矢
野
中
学
校
・
給
食
技
師
）
▽
田

崎
恵
美
（
教
良
木
小
学
校
・
学
校

主
事
）

▼
転
出
▽
中
野
聖
規
（
学
務
課
・

指
導
主
事
）
▽
田
浦
尚
宏
（
湯
島

診
療
所
・
診
療
所
長
）

平成21年
3月31日現在

人 　 口 32,709人
男 　 性 15,362人
女 　 性 17,347人
世 帯 数 12,286戸
市の面積 126.12㎢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗
園
・

き
ら
ら
の
里
・
南
風
苑
）
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
西
本
書
道
教
室
、
西
山
カ
ラ
オ

ケ
教
室
、
水
野
国
夫
先
生
、
濱

口
民
謡
教
室
、
大
正
琴
愛
好
会
、

次
郎
丸
老
人
会
、
山
下
美
佐
子
、

中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
菓
子

工
房
ア
ロ
ー
ム
、
ほ
ん
ご
う
地
区

絵
手
紙
も
み
じ
会
、
大
矢
野
レ
ク

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、
天
理
教
大
矢
野

支
部
、
木
村
政
恵
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、

前
川
タ
マ
ノ
、
嘉
悦
昭
子
、
山
下

エ
ツ
子

逸
雄
（
龍
ヶ
岳
支
所
）

■
上
天
草
総
合
病
院
（
出
向
）

●
病
院
総
務
課
▽
課
長
補
佐　

松

本
典
昭
（
姫
戸
支
所
・
次
長
）

今日からさっそく

お知らせ
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▽
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
年
度
と

言
え
ば
多
く
の
会
社
に
新
入
社
員
が
入
社

し
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
若
人
が
希
望
に

満
ち
溢
れ
、
意
気
揚
々
と
仕
事
に
取
り
組
む

光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
市
役
所
に
も
、
数
名

の
職
員
が
入
庁
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
業

務
に
ま
い
進
し
ま
す
。
組
織
に
新
し
い
風
が

吹
き
込
ま
れ
る
と
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
組
織

は
変
化
し
ま
す
。
新
人
さ
ん
に
は
、
他
人
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
考
え
を
持

ち
、
組
織
の
活
性
化
の
た
め
に
大
暴
れ
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
組
織
を
変
え
る
た

め
に
は
、
人
が
変
わ
ら
な
い
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
私
も
含
め
て
で
す
が
、
新
し
い
風
を
捕

ら
え
て
、
組
織
を
あ
る
べ
き
方
向
へ
導
く
努

力
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。
微
力
な
が
ら
頑
張
る
ぞ
。

▽
人
生
っ
て
変
化
が
つ
き
も
の
で
す
よ
ね
。

そ
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
対
応
し
て

い
く
か
で
、
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
超
能
力
者
で
は
な
い
か
ら
、
先

の
出
来
事
を
予
見
で
き
ま
せ
ん
が
、
大
切
な

こ
と
は
、
あ
る
で
あ
ろ
う
変
化
を
予
想
し
て

お
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
で
す
。
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す

が
・
・
・
・
・
。

「朝ごはんづくり」

☀ 　
　

　
　      

♣
　

松島町今泉

大矢野町上
☀ 　
　

　
　　　

♣
　

☀ 　
　

　
　      

♣
　

松島町阿村

わん ぱく


